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座

「美在心」の掛け軸のかかった和室に姿勢を正
し正座をすると、不思議に心が落ち着くこと
に気がつきます。明教庵で様々な場面での礼
儀作法とその心を今も学び続けています。
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【保育科】
　やわらかな保育空間

保育科　学科長　泰田　久史
　「保育の心理学」の授業を通して
　　　　　　　　　�保育科　准教授　井上　浩義
　「保育の心理学」を学んで�
　　　　　　　　　　　　　　保育科　1 年　山田　捺希
　「社会的養護Ⅰ・Ⅱ」の授業について

保育科　准教授　樋口　成樹
　「社会的養護Ⅰ・Ⅱ」の学びを通して

保育科　2 年　松山芽果実
　「低年齢児保育Ⅰ・Ⅱ」の授業を通して

保育科　助教　小川美由紀
　「低年齢児保育Ⅰ・Ⅱ」を受講して

保育科　1 年　内藤日向子
【卒業生からのメッセージ】
　社会福祉法人　住吉保育会　島之内保育園

令和元年度卒　保育士　増田　琴瑛
　田野カトリック 聖母幼稚園

令和元年度卒　保育士　中竹　　菫
【現代ビジネス科】
　コロナ禍での現代ビジネス科この1年
　～現ビONE TEAM～

現代ビジネス科長　矢田憲太朗
　令和２年度　現代ビジネス科
　資格取得状況一覧

【ビジネスコース】
　ビジネスコースでの学び� １年　守山　宥成
　一年間を振り返って� １年　中野　未帆
　二年間を振り返って� ２年　土持　舞波
　二年間を振り返って� ２年　門之園聖加

【卒業生からのメッセージ】
　門川町立図書館

令和元年度卒　長田　彩奈
【医療事務・医療秘書コース】
　医療の学びを振り返って� １年　後藤　花琳
　一年間を振り返って� １年　黒木　悠理
　大学の学びとは� ２年　小汲　結衣
　コースでの学び� ２年　田吉　夏夕

【卒業生からのメッセージ】
　上田脳神経外科

令和元年度卒　保明香央莉

学長　宗和　太郎

【専攻科（福祉専攻）】
専攻科（福祉専攻）　主任　桑迫　信子

　目標に挑戦する専攻科、入学して良かった
� 専攻科（福祉専攻）　山下　彩奈
　困惑の自粛生活と遠隔授業、
　ようやく実現した感動の介護実習
� 専攻科（福祉専攻）　宮永　　樹

令和元年度3月専攻科修了　蒲生　捺美

後藤　祐子

令和 2 年度学友会執行部員

保育科　御手洗正文
現代ビジネス科　鶴田　雄一

保育科　南中道　隆
保育科　安藤三紀夫
保育科　松田　昭憲
保育科　山本　優子

総務課　スタンリー美奈子
総務課技術員　阿萬　和弘

しのぶ会　会長　昭和42年3月保育科卒

山本（旧姓　那須）千鶴子
しのぶ会　副会長　昭和59年3月初等教育科卒

木脇（旧姓　脇）考子
しのぶ会　理事　昭和62年3月保育科卒

河野（旧姓　中山）静香
しのぶ会　会計　平成6年3月英語科卒　山本　郷子

しのぶ会　副会長　昭和51年3月国文科卒

野﨑（旧姓　鍋倉）豊子

就職・進学支援課

教務部長　原田　真理

オープンキャンパス検討委員会　戸敷　早苗

◆【特集】
　With COVID-19 × #ミヤタンの挑戦

◆学科・専攻科の一年間の取り組み ◆こども音楽教育センター

◆一年間の、学友会の取り組み

◆新教職員紹介

◆母校からの近況報告

◆同窓会から
◆お知らせ

◆令和２年度　就職状況中間報告

◆令和２年度
　オープンキャンパス報告

◆令和4年度入学者選抜試験日程
◆しのぶ会だより
◆こんなに変化しています

◆教員免許状更新講習
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■
予
測
の
で
き
な
い

未
来
が
始
ま
っ
た

　

教
育
は
予
測
の
で
き

な
い
未
来
に
立
ち
向
か

う
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

が
、
ま
さ
に
目
下
進
行

中
の
こ
と
と
し
て
体
感
さ
れ
た
1
年
だ
っ
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
言
説
が
飛
び
交
っ
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

変
わ
ら
な
い
、
集
団
免
疫
が
で
き
る
ま
で
待
つ
し
か

な
い
、
あ
と
2
ヶ
月
で
収
束
か
、
2
〜
3
年
は
か
か

る
、
9
月
入
学
に
移
行
し
よ
う
な
ど
と
。

　

本
学
で
も
話
し
合
い
が
重
ね
ら
れ
た
。
卒
業
式
・

入
学
式
を
ど
う
す
る
、何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
。

学
校
と
い
う
場
に
密
は
つ
き
も
の
で
あ
る
。
感
染

者
が
出
れ
ば
、
社
会
的
非
難
を
有
形
無
形
に
受
け

る
だ
ろ
う
。学
校
は
明
る
く
安
心
の
場
で
あ
り
た
い
。

感
染
予
防
を
ど
こ
ま
で
徹
底
す
る
か
、
個
々
人
の
温

度
差
も
あ
る
中
、
判
断
は
難
し
い
。

■
遠
隔
教
育
へ
の
挑
戦

　

4
月
早
々
遠
隔
授
業
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
学
生
は
貸
与
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
で
、
保
育
科
・
専
攻
科
学
生
は
ほ
と
ん
ど
が
自
分

の
ス
マ
ホ
で
対
応
す
る
。

　

Z
o
o
m
や
Y
o
u
T
u
b
e
な
ど
知
り
も

し
な
か
っ
た
教
員
た
ち
が
、
全
員
遠
隔
授
業
に
挑
戦

し
た
。「
対
面
授
業
し
か
考
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う

抵
抗
は
多
く
の
教
員
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
早
期

の
収
束
は
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
仕
方
な
く
（
考

え
方
を
柔
軟
に
し
て
）
工
夫
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

感
染
の
第
３
波
ま
で
、
間
に
対
面
授
業
を
挟
み
な
が

ら
遠
隔
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。
今
で
は
機
器
の
操

作
に
も
慣
れ
、
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
語

り
か
け
る
教
員
の
姿
が
見
ら
れ
る
。
礼
節
の
授
業
で

は
、
画
面
越
し
に
学
生
た
ち
全
員
が
自
宅
で
基
準
服

姿
で
勢
揃
い
し
て
お
り
、教
員
を
び
っ
く
り
さ
せ
た
。

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

驚
い
た
の
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
日
進

月
歩
で
あ
る
。
Z
o
o
m
で
は
、
何
十
人
の
学
生

と
一
度
に
画
面
上
で
対
面
し
な
が
ら
、
ス
ラ
イ
ド
や

資
料
を
見
せ
合
い
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

Y
o
u
T
u
b
e
を
使
え
ば
、
都
合
の
い
い
時
間

に
授
業
を
視
聴
し
、
繰
り
返
し
再
生
も
で
き
る
。
教

師
と
の
距
離
は
教
室
よ
り
も
近
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

ク
ラ
ス
ル
ー
ム
で
は
資
料
を
全
員
に
配
り
、
課
題

を
提
出
さ
せ
、
テ
ス
ト
も
回
答
と
同
時
に
採
点
し

コ
メ
ン
ト
を
つ
け
て
返
却
で
き
る
。
教
室
で
学
生
に

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
さ
せ
発
表
さ
せ
て
い
た
こ

と
が
、回
収
や
発
表
の
時
間
を
ロ
ス
す
る
こ
と
な
く
、

文
字
上
（
口
頭
で
は
な
い
）
で
全
員
と
双
方
向
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
ソ
フ
ト
は
い
ず
れ
も
無
料
で
、
新
た
な

費
用
が
か
か
ら
な
い
。
か
つ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ペ
ス

ト
の
流
行
が
印
刷
技
術
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促

し
た
と
言
わ
れ
る
が
、
コ
ロ
ナ
も
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
し
て
い
る
。

■
教
育
の
不
易
と
流
行

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
す
べ
て
を
解
決
す
る
訳
で
は
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
教
育
を

方
法
的
社
会
化
と
呼
ん
だ
。
個
人
的
存
在
と
し
て

生
ま
れ
た
子
ど
も
を
、
人
間
が
築
き
上
げ
て
き
た

社
会
に
適
応
で
き
る
よ
う
に
文
化
を
習
得
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
教
育
だ
。
言
語
（
文
字
）
的
文
化
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
の
せ
や
す
い
が
、
非
言
語
（
非
文
字
）

的
文
化
、
身
体
的
文
化
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
の
せ
に
く
い
。

　

分
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
取
っ
組
み
合
っ
て
け

ん
か
し
た
り
、
愛
情
表
現
を
し
た
り
、
み
ん
な
で

息
を
あ
わ
せ
て
協
調
し
た
り
、
生
身
の
人
間
が
付

き
合
っ
て
い
く
と
き
の
作
法
（
文
化
）
が
な
お
ざ

り
に
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
人
を
鬼

の
首
を
取
っ
た
よ
う
に
攻
撃
で
き
て
も
、
リ
ア
ル

で
は
挨
拶
も
ろ
く
に
で
き
な
い
よ
う
で
は
社
会
人

失
格
で
あ
る
。

　

慣
れ
親
し
ん
だ
常
識
や
前
例
に
囚
わ
れ
て
い
た

の
で
は
進
歩
は
な
い
。
コ
ロ
ナ
に
押
さ
れ
て
始
ま

る
教
育
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
し
か
し
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と

対
面
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
、
複
眼
的
思
考
を

大
切
に
し
た
い
。

学
長
所
感

コ
ロ
ナ
に
押
さ
れ
た

教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

学
長　

宗
和
　
太
郎
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With　COVID-19
×

#ミヤタンの挑戦

学びを止めない、発展し続けるミヤタン

新型コロナウイルス感染拡大の影響が顕著だった今年度。

それでも授業をはじめ様々な場面で知恵を絞り工夫も行い、

少しでも前に進もうと新たな挑戦をしてきました。

本学の数々の奮闘ぶりをご紹介しましょう。

　

世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
日
本
国
内
に
お
い
て
も
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
例
年
通
り
保
育
科
２

年
生
の
「
保
育
実
習
Ⅰ
ｂ
（
施
設
実
習
）」
を
夏
季

休
業
期
間
に
実
施
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
４
月
当
初
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
を
懸
念
し
た
県
内
の
児
童
福
祉
施
設

等
か
ら
実
習
延
期
や
実
習
中
止
の
相
談
が
本
学
に

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
厚
生
労
働
省
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
福
祉
施
設
で
の
実

習
に
つ
い
て
、
感
染
状
況
や
実
習
先
の
状
況
を
考

慮
し
学
内
実
習
が
可
能
と
い
う
通
知
文
が
送
ら
れ

て
き
た
た
め
、
児
童
福
祉
施
設
等
で
の
円
滑
な
実

習
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
と
判
断
し
、
教
育
実
習

と
保
育
実
習
Ⅰ
ｂ
の
時
期
を
交
換
し
、
保
育
実
習

Ⅰ
ｂ
を
６
月
中
に
学
内
実
習
と
し
て
実
施
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

学
内
で
行
な
う
施
設
実
習
に
つ
い
て
は
、
厚
生

労
働
省
告
示
の
シ
ラ
バ
ス
に
則
り
、
次
の
５
項
目

を
骨
子
と
し
て
講
義
と
演
習
を
行
な
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。
①
保
育
所
・
児
童
福
祉
施
設
等
の
役
割

や
機
能
を
具
体
的
に
理
解
す
る
。
②
観
察
や
子
ど

も
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
子
ど
も
へ
の
理
解
を
深

め
る
。
③
既
習
の
新
教
科
の
内
容
を
踏
ま
え
、
子

ど
も
の
保
育
及
び
保
護
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
総

合
的
に
理
解
す
る
。
④
保
育
の
計
画
・
観
察
・
記

録
及
び
自
己
評
価
に
つ
い
て
具
体
的
に
理
解
す

る
。
⑤
保
育
士
の
業
務
内
容
や
職
業
倫
理
に
つ
い

て
具
体
的
に
理
解
す
る
。

　

し
か
し
、
例
年
で
あ
れ
ば
児
童
福
祉
施
設
等
で

の
直
接
的
な
現
場
経
験
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
観

察
や
子
ど
も
と
の
関
わ
り
を
具
体
的
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
現
場
で
の
経
験
が
で
き
な
い
た

め
に
、
い
か
に
し
て
現
場
で
の
経
験
を
学
内
で
補

う
か
が
最
大
の
課
題
で
し
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
約
２
０
０
名

の
学
生
が
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ク
ラ
ス
毎
に
４

教
室
に
分
け
、
35
教
室
か
ら
の
配
信
授
業
と
し
て

実
施
し
ま
し
た
。
な
お
、
２
週
間
10
日
間
の
施
設

学
内
実
習
を
次
の
よ
う
に
計
画
し
ま
し
た
。

［ 

保
育
実
習
指
導
Ⅰ
（
５
月
12
日
、
５
月
26
日
、　

　
６
月
２
日
、
６
月
５
日
）
合
計
４
コ
マ 

］

　

・
保
育
実
習
Ⅰ
ｂ
（
施
設
学
内
実
習
）
の
オ
リ 

　
　

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

・
保
育
実
習
Ⅰ
ｂ
（
施
設
学
内
実
習
）
の
目
的
、

　
　

実
習
先
理
解
、
実
習
日
誌
の
記
録
方
法
等

［ 

保
育
実
習
Ⅰ
ｂ
（
施
設
学
内
実
習
） 

］

　

第
一
週
：
６
月
７
日
～
11
日

　

第
二
週
：
６
月
14
日
～
18
日

　
■
第
一
週
：
講
義
中
心
の
学
修

　
　
（
学
外
講
師
及
び
学
内
講
師
に
よ
る
講
義
等
）

　

・
外
部
講
師
に
よ
る
講
話
内
容

「
障
害
者
総
合
支
援
法
と
障
害
者
の
人
権
擁

護
」「
児
童
養
護
施
設
の
現
状
と
課
題
」「
障

害
者
通
所
支
援
施
設
の
現
状
と
課
題
」「
障
害

者
入
所
支
援
施
設
の
現
状
と
課
題
」

　

・
学
内
講
師
に
よ
る
講
話

「
施
設
の
役
割
と
機
能
」「
施
設
に
お
け
る
子

ど
も
の
生
活
と
保
育
士
の
援
助
や
関
わ
り
」

「
子
ど
も
の
観
察
と
そ
の
記
録
」「
支
援
計
画

の
理
解
と
活
用
」「
健
康
管
理
・
安
全
対
策
」「
施

設
保
育
士
の
業
務
内
容
」「
子
ど
も
の
活
動
と

環
境
」「
保
育
士
の
役
割
と
職
業
倫
理
」

■
第
二
週
：
演
習
中
心
の
学
修
（
グ
ル
ー
プ
演
習
、

福
祉
施
設
調
べ
、
施
設
ブ
ッ
ク
の
作
成
、
発
表
会

等
）

　

約
２
０
０
名
の
学
生
を
施
設
毎
に
５
～
６
名
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
演
習
を
行
な
っ
た
。

　
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
演
習
の
進
め
方
」「
テ
ー
マ

選
択
の
方
法
と
選
定
」「
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
討
論
・

分
析
・
結
論
」「
テ
ー
マ
の
ま
と
め
（
プ
レ
ゼ
ン
準

備
）」「
グ
ル
ー
プ
別
発
表
会
（
福
祉
施
設
等
に
関

す
る
情
報
共
有
）」「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
施
設
ブ
ッ

ク
）」「
グ
ル
ー
プ
演
習
発
表
会
」｢

総
評
及
び
レ
ポ
ー

ト
の
作
成｣

「
保
育
実
習
Ⅰ
ｂ
ま
と
め
テ
ス
ト
」　

■
授
業
外
学
修
：
児
童
福
祉
施
設
等
に
関
す
る
レ

ポ
ー
ト
の
作
成
と
提
出

　

今
年
度
の
保
育
実
習
Ⅰ
ｂ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
学
内
で
の
実
習
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
実
際
の
児
童
福
祉
施
設
等
で
の
貴
重
な
経

保
育
科

　

 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
内
保
育
実
習
へ
の
挑
戦

With COVID-19 × #ミヤタンの挑戦
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験
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
前
半
５
日
間
の
学

内
実
習
で
は
学
外
講
師
と
学
内
講
師
に
よ
る
実
践

的
で
具
体
的
な
学
修
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
後

半
５
日
間
の
学
内
実
習
で
は
小
・
中
学
校
で
学
ん

だ
総
合
的
な
時
間
の
学
習
の
経
験
を
も
と
に
、
グ

ル
ー
プ
で
テ
ー
マ
設
定
、
調
べ
学
修
、
討
論
・
分
析
・

結
論
、
発
表
会
を
実
施
し
児
童
福
祉
施
設
等
に
つ

い
て
よ
り
深
く
調
べ
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

約
２
０
０
名
の
学
生
に
よ
る
学
内
実
習
で
し
た

が
、
誰
一
人
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る
こ
と
な
く

無
事
に
保
育
実
習
Ⅰ
ｂ
（
施
設
学
内
実
習
）
を
終

了
で
き
た
こ
と
が
何
よ
り
の
こ
と
で
し
た
。

ＫＪ法をもとにしたテーマ設定 220名の教室で約90名が学ぶ

調べた内容を模造紙にまとめる 施設保育士の役割

グループ別発表会の様子 テーマに沿って模造紙に清書

1.ミーティング

2.Zoom取材

3.現地取材

5.動画制作

4
．絵
コ
ン
テ

With COVID-19 × #ミヤタンの挑戦
　

昨
年
度
、
一
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
宮
崎
市
地

元
と
つ
な
が
る
人
材
育
成
支
援
事
業
の
３
年
連
続

の
採
択
を
受
け
、『「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
担
う
宮
崎
の
若
者
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
年
度
は
、『
地
域
社
会
、

地
元
企
業
、
地
域
産
業
界
と
連
携
し
た
「
宮
崎
の

将
来
を
担
う
若
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ⅲ
」』
と
題

し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
開
発
目
標
11
「
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
担
う
こ
と
の
で
き
る
宮
崎
の
若

者
づ
く
り
の
視
点
を
加
え
、
①
地
域
の
課
題
を
ビ

ジ
ネ
ス
で
解
決
す
る
人
材
の
育
成
、
②
地
域
の
課

題
を
地
域
の
方
々
と
解
決
で
き
る
若
者
の
育
成
を

目
的
と
し
、
授
業
科
目
、
実
践
ビ
ジ
ネ
ス
演
習
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

実
際
の
活
動
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
企
業
見
学
や
イ

ベ
ン
ト
企
画
な
ど
、
実
施
が
困
難
に
な
っ
た
も
の

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宮
崎
市
や
企
業
の
方
々
、

地
域
の
方
々
の
手
厚
い
支
援
を
受
け
、
最
後
ま
で

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
活
動

の
集
大
成
と
し
て
実
施
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
お
い
て
は
、
初
め
て
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
活
用
し
た

遠
隔
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
企
業
の
方
々

か
ら
の
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
も
頂
戴
す
る
こ
と
が
で

き
、
実
り
多
き
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
が
、
学
生
の
成
長
に
繋
が
る
だ
け
で

な
く
、
県
内
外
の
若
者
の
目
に
止
ま
り
、
宮
崎
の

産
業
を
担
う
人
材
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と

を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
こ
の
取
組
み
の
一
部
で
あ
る
、「
み
や
ざ

き
起
業
家
応
援
チ
ー
ム
」
に
よ
る
活
動
を
掲
載
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
活
動
で
制
作
し
ま
し
た

動
画
は
、
宮
崎
学
園
短
期
大
学
の
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
に
ア
ッ
プ
し
て
お
り
ま
す
。

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
科
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

　

 

「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
担
う
宮
崎
の
若
者
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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■
活
動
報
告

　

私
た
ち
は
宮
崎
で
起
業
さ
れ
た
方
に
取
材
を

し
、
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成
す
る
取
り
組
み
を
行
い
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
お
店
に

関
す
る
情
報
を
集
め
、
ど
の
よ
う
な
取
材
を
す
る

か
考
え
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
も
あ
り
、
何
度
も
現
地
に
取
材
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
の
は
難
し
か
っ
た
た
め
、
メ
ー
ル
で

い
く
つ
か
の
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

文
面
な
ら
で
は
の
気
遣
い
や
、
文
章
作
成
の
練
習

に
も
な
り
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

現
地
で
も
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
時

間
に
限
り
が
あ
っ
た
た
め
、
取
材
と
写
真
撮
影
で

仕
事
を
分
担
す
る
こ
と
で
、
効
率
よ
く
動
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
実
際
に
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
る
と

こ
ろ
も
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
様
子
を
動

画
の
主
軸
に
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　

絵
コ
ン
テ
の
段
階
で
動
画
の
流
れ
を
細
か
く

決
め
て
か
ら
動
画
編
集
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

P
o
w
e
r 

D
i
r
e
c
t
o
r
と
い
う
ソ
フ

ト
を
使
用
し
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
動
画
を
目

指
し
ま
し
た
。
作
成
し
て
い
く
中
で
、
動
画
の
ト

リ
ミ
ン
グ
作
業
が
特
に
大
変
で
苦
労
し
ま
し
た
。

ま
た
、
編
集
中
に
ソ
フ
ト
が
落
ち
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
、
こ
ま
め
な
保
存
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。
実
際
に
現
地
で
感
じ
た
お
店
の
雰
囲
気
や
、

大
脇
さ
ん
の
人
柄
を
表
現
し
た
満
足
の
い
く
Ｐ
Ｒ

動
画
を
作
成
で
き
ま
し
た
。

■
感
想

　

昨
年
も
同
チ
ー
ム
で
動
画
作
成
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
経
験
も
活
か
し
つ
つ
さ
ら
に
ク
オ
リ

テ
ィ
の
高
い
Ｐ
Ｒ
動
画
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
下
で
も
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

と
試
行
錯
誤
し
、
メ
ー
ル
で
の
事
前
取
材
な
ど
対

応
策
を
考
え
ま
し
た
。
今
回
の
活
動
を
通
し
て
、

先
を
見
て
行
動
す
る
こ
と
で
不
測
の
事
態
に
も
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
学
び
ま
し
た
。
社
会
に

出
て
も
、
こ
の
学
び
を
忘
れ
ず
に
活
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。

■
活
動
報
告

①
企
業
研
究

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
、
リ
ビ
エ
ー
ル
さ
ん

の
S
N
S
や
過
去
の
取
材
の
記
事
な
ど
を
読
み
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
か
を
調
べ
ま

し
た
。

②
企
業
取
材

　

昨
今
の
状
況
で
1
回
目
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
取
材
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
店

主
の
押
川
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
方
な
の
か
、
取
り

組
ん
で
い
る
活
動
に
つ
い
て
の
取
材
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
取
材
で
得
た
こ
と
か
ら
ど
の
よ

う
な
動
画
を
作
成
し
て
い
き
た
い
か
を
考
え
ま
し

た
。
事
前
準
備
を
し
っ
か
り
し
た
こ
と
で
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
回
目
は
実
際

に
お
店
を
訪
問
し
、
お
店
の
雰
囲
気
か
ら
動
画
の

イ
メ
ー
ジ
を
固
め
ま
し
た
。
動
画
で
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
パ
ン
の
提
供
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど

も
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

③
動
画
作
成

　

お
店
の
イ
メ
ー
ジ
や
雰
囲
気
な
ど
か
ら
動
画
を

形
に
し
て
い
く
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
編
集
ソ
フ

ト
を
使
い
作
成
し
ま
し
た
が
、
使
用
し
た
こ
と
が

な
く
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
先
生
に
指
導
い
た
だ
き

な
が
ら
作
業
を
行
い
、
編
集
と
利
用
す
る
画
像
の

加
工
な
ど
役
割
分
担
を
す
る
こ
と
で
効
率
を
上
げ

ま
し
た
。

■
感
想

　

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
リ
ビ
エ
ー
ル
さ
ん
と

協
力
し
て
、
P
R
動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。
慣
れ

な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
作
業
に
四
苦
八
苦
し
ま
し

た
が
、
リ
ビ
エ
ー
ル
さ
ん
に
も
動
画
を
満
足
し
て

い
た
だ
け
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
起
業
家

Calm
ness of Beauty

大
脇　

幸
太　

様

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
科
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス　

２
年

愛
甲
　
桃
子

髙
平
　
芽
依

ご
協
力
い
た
だ
い
た
起
業
家

欧
風
パ
ン　

リ
ビ
エ
ー
ル　

様

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
科
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス　

2
年

堀
江
　
彩
夏

宗
石
　
清
香
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■
活
動
報
告

①
企
業
研
究

　

初
め
に
担
当
の
企
業
が
決
ま
り
、
私
た
ち
の
担

当
の
企
業
は
、
か
わ
さ
き
屋
さ
ん
に
な
っ
た
た
め
、

か
わ
さ
き
屋
さ
ん
に
つ
い
て
の
研
究
を
始
め
ま
し

た
。
質
問
事
項
や
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
、気
に
な
っ

た
こ
と
な
ど
を
す
べ
て
ま
と
め
、
取
材
に
備
え
ま

し
た
。

②
企
業
取
材

　

企
業
研
究
を
終
え
、
11
月
の
上
旬
に
企
業
訪
問

を
行
い
ま
し
た
。
企
業
訪
問
で
は
、
質
問
事
項
と

し
て
ま
と
め
て
い
た
か
わ
さ
き
屋
さ
ん
、
そ
し
て

宮
崎
の
魅
力
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
と
そ
の
他
の
気
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
伺

い
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
に
作
業
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
企

業
の
方
が
、
作
業
の
内
容
な
ど
を
説
明
し
な
が
ら

見
学
を
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
写
真
、
動
画
を

撮
ら
せ
て
い
た
だ
け
た
り
し
た
の
で
、
企
業
、
起

業
家
さ
ん
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
知
り
な
が
ら
、
と

て
も
い
い
素
材
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

③
動
画
作
成

　

ま
ず
初
め
に
、
動
画
作
成
を
う
ま
く
進
め
る
た

め
に
、
絵
コ
ン
テ
の
作
成
を
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
絵
コ
ン
テ
の
内
容
に
沿
っ
て
取
材
の
際
に
、

撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
写
真
や
動
画
を
組
み
合

わ
せ
て
配
置
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
起
業
家

さ
ん
が
、
私
た
ち
が
質
問
し
た
内
容
に
答
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
動
画
に
は
、
見
る
人
が
理
解
し
や

す
い
よ
う
に
字
幕
を
付
け
た
り
し
て
工
夫
し
ま
し

た
。
そ
の
他
に
も
、
そ
の
場
面
に
あ
っ
た
Ｂ
Ｇ
Ｍ

を
付
け
た
り
、
動
画
を
見
る
人
が
、
楽
し
み
な
が

ら
起
業
家
さ
ん
や
企
業
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
動
画
を
作
り

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
心
が
け
な
が
ら
作
成
し
て

い
き
ま
し
た
。

■
感
想

　

こ
の
実
践
ビ
ジ
ネ
ス
演
習
の
授
業
を
通
し
て
、

起
業
家
さ
ん
は
自
分
た
ち
の
想
像
と
違
い
、
宮
崎

の
魅
力
を
発
信
し
た
り
、
商
品
の
魅
力
を
伝
え
る

た
め
に
努
め
て
い
る
こ
と
が
今
回
の
実
際
に
起
業

家
さ
ん
に
取
材
を
し
て
み
た
り
、
動
画
を
作
成
す

る
な
ど
の
取
り
組
み
を
通
し
て
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
が
一
か
ら
企
業
に
つ
い
て
の
研
究
、

取
材
、
動
画
の
作
成
を
行
い
、
初
め
て
の
こ
と
で

迷
う
こ
と
も
あ
っ
た
り
、
失
敗
も
し
た
り
し
ま
し

た
が
、
自
分
た
ち
も
納
得
の
い
く
、
起
業
家
さ
ん
、

宮
崎
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
詰
め
込
ん
だ
動
画
を
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
す
ご
く
達
成
感
を

味
わ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
活
動
報
告

①
企
業
研
究

　

今
回
取
材
を
す
る
に
あ
た
り
、
ご
本
人
の
経
歴

は
も
ち
ろ
ん
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
あ
っ
た
取
材

映
像
な
ど
様
々
な
と
こ
ろ
か
ら
情
報
を
集
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、
取
材
の
際
に
先
方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
な
い
よ
う
に
事
前
に
質
問
事
項
を
ま
と
め
た

り
し
ま
し
た
。
質
問
を
ま
と
め
る
際
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
質
問
に
関
係
す
る
記
事
や
記
述
が
な

い
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
も
し
ま
し
た
。

②
企
業
取
材

・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
取
材

　

取
材
に
あ
た
り
事
前
に
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を

取
る
た
め
お
電
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
お
忙
し
い
ら
し
く
う
ま
く
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
為
、
日
時
の
打
ち
合
わ

せ
等
も
含
め
Ｇ
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア

プ
リ
を
使
用
し
た
連
絡
方
法
を
取
っ
て
い
ま
し

た
。

　

取
材
当
日
は
、
事
前
に
動
作
確
認
を
行
っ
て
い

た
た
め
機
械
ト
ラ
ブ
ル
等
も
な
く
、
無
事
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
取
材
の
回
答
を
メ

ご
協
力
い
た
だ
い
た
起
業
家

か
わ
さ
き
屋

川
崎　

勇
樹　

様

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
科
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス　

1
年

竹
之
内
　
七
海

永
松
　
真
由
子

ご
協
力
い
た
だ
い
た
起
業
家

無
人
古
本
書
店「
ほ
ん
、と
」

杉
本　

恭
佑　

様

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
科
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス　

1
年

宮
田
　
真
希

守
山
　
宥
成
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ご
協
力
い
た
だ
い
た
起
業
家

ペッ
ト
サ
ロ
ン
は
ち
ま
め

峰
崎　

留
美　

様

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
科
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス　

1
年

郡
山
　
愛
梨

中
野
　
未
帆

速
見
　
音
有
香

モ
す
る
際
追
い
つ
け
な
い
部
分
が
あ
り
、
事
前
に

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ボ
イ
ス
メ
モ
等
を
活
用
す
れ

ば
よ
か
っ
た
と
い
う
反
省
も
あ
り
ま
し
た
。

・
現
地
取
材

　

主
に
動
画
に
使
用
す
る
写
真
や
コ
メ
ン
ト
ム
ー

ビ
ー
な
ど
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
だ
、

感
染
リ
ス
ク
を
考
慮
し
て
短
時
間
の
取
材
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
杉
本
さ
ん
の
宮
崎
に
か
け
る
思
い

や
情
熱
を
肌
で
、
直
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

③
動
画
作
成

　

起
業
家
研
究
や
取
材
で
得
た
情
報
等
を
用
い

て
、
動
画
作
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
本
格
的
な

編
集
ソ
フ
ト
を
使
用
し
、
活
動
や
そ
の
魅
力
を
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
丁
寧
な
動
画
づ
く
り
を
意
識
し

ま
し
た
。

　

完
成
し
た
動
画
は
杉
本
さ
ん
に
も
ご
覧
い
た
だ

き
、
あ
り
が
た
い
言
葉
を
も
ら
い
ま
し
た
。

■
感
想

　

地
元
・
日
南
で
活
躍
す
る
起
業
家
さ
ん
を
通
し

て
、
新
た
な
宮
崎
の
魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
は
こ
の
活
動
で
の
学
び
や
経
験
を
進

路
選
択
に
大
い
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
地
元
の
こ
と
に
関
心
を
持

ち
、
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

■
活
動
報
告

①
企
業
研
究

　

今
回
の
実
践
ビ
ジ
ネ
ス
演
習
で
は
、
企
業
の
Ｐ

Ｒ
動
画
を
作
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
最
初
、
取
材

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
は
ち
ま
め
さ
ん
を
よ
り
知
っ

て
い
く
た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

駆
使
し
て
調
べ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
ペ
ッ

ト
サ
ロ
ン
と
老
犬
介
護
を
ど
う
両
立
さ
せ
て
い
る

の
か
、
ま
た
峰
崎
さ
ん
の
経
営
で
の
苦
労
を
知
り

た
い
と
思
い
、
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

②
企
業
取
材

　

最
初
の
取
材
は
、
あ
ら
か
じ
め
メ
ー
ル
で
質
問

内
容
を
送
り
、
電
話
で
回
答
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
主
に
活
動
内
容
の
こ
と
や
峰
崎
さ
ん
が
な

ぜ
こ
の
仕
事
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
か

を
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
企

業
ご
と
に
質
問
し
た
こ
と
と
内
容
を
発
表
し
た
と

き
、「
起
業
家
さ
ん
の
も
っ
と
深
い
と
こ
ろ
が
知
り

た
い
」
と
い
う
指
摘
を
受
け
、
再
度
質
問
を
付
け

加
え
、
次
は
直
接
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
追
加
内
容
は
、「
店
名
の
由
来
」
や
「
こ
の
職

に
つ
こ
う
と
思
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
な
ど
峰
崎
さ

ん
自
身
の
魅
力
を
引
き
出
せ
る
よ
う
な
質
問
を
し

て
い
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
私
た
ち
の
質
問

に
親
身
に
な
っ
て
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
あ
と
は
、
動
画
作
成
の
た
め
に
、
写
真
や
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
動
画
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

③
動
画
作
成

　

取
材
で
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
動
画
と
写
真

を
使
っ
て
、
動
画
作
成
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

最
初
は
う
ま
く
作
り
方
や
操
作
の
仕
方
が
分
か
ら

ず
苦
戦
し
た
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
グ
ル
ー
プ

み
ん
な
で
意
見
を
出
し
あ
う
こ
と
で
な
ん
と
か
作

り
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
工
夫
し
た
と
こ

ろ
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
の
字
幕
で
分
か
り
や
す

く
し
て
い
る
こ
と
と
、
音
声
や
音
楽
を
入
れ
て
、

た
だ
の
ス
ラ
イ
ド
だ
け
の
動
画
に
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
た
。

■
感
想

　

今
回
の
取
り
組
み
で
、
起
業
家
さ
ん
の
独
自
の

視
点
や
意
気
込
み
、
そ
の
起
業
家
さ
ん
自
身
の

魅
力
を
動
画
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
起
業
家
さ
ん
の
考
え

や
思
考
は
自
分
が
考
え
つ
か
な
い
も
の
だ
っ
た
の

で
、
取
材
し
て
い
て
、
と
て
も
良
い
刺
激
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

With COVID-19 × #ミヤタンの挑戦

ご
協
力
い
た
だ
い
た
起
業
家

や
ま
ぐ
ち
橄オ
リ
ー
ブ欖
店山口　

直
人　

様

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
科
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス　

1
年

工
藤
　
咲
耶

椎
葉
　
美
海

橋
本
　
朋
海

■
活
動
報
告

①
企
業
研
究

　

ま
ず
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
収
集
を
行
い

ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

を
見
て
、
ど
の
よ
う
な
商
品
が
販
売
さ
れ
て
い
る

の
か
を
調
べ
て
い
き
、
そ
れ
ぞ
れ
ノ
ー
ト
に
書
い

て
取
材
内
容
を
決
め
て
い
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
は
限
ら
れ
た
情
報
し
か
な
く
、
取
材
を

す
る
内
容
を
決
め
る
際
に
す
ご
く
苦
戦
し
ま
し

た
。

②
企
業
取
材

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響

で
、
直
接
足
を
運
ん
で
取
材
を
重
ね
る
こ
と
は
厳

し
か
っ
た
の
で
、
ま
ず
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
取
材

を
行
い
ま
し
た
。
次
に
、
や
ま
ぐ
ち
橄
欖
店
さ
ん

を
訪
問
し
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
取
材
の
内
容
を
踏
ま

え
て
、
よ
り
具
体
的
に
取
材
を
行
っ
た
り
、
写
真

撮
影
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

③
動
画
作
成

　

動
画
作
成
に
向
け
て
、
ま
ず
は
絵
コ
ン
テ
の
作

成
か
ら
始
め
ま
し
た
。
取
材
内
容
を
も
と
に
絵
コ

ン
テ
を
考
え
て
い
き
ま
し
た
が
、
思
う
よ
う
に
案

が
出
ず
動
画
作
成
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

起
業
家
さ
ん
が
伝
え
た
い
こ
と
を
ま
と
め
る
の

が
難
し
く
、
文
字
だ
け
に
な
ら
な
い
よ
う
に
イ
ラ

ス
ト
や
動
画
を
使
っ
て
、
見
や
す
い
動
画
に
な
る

よ
う
に
工
夫
を
こ
ら
し
ま
し
た
。

■
感
想

　

今
回
の
起
業
家
さ
ん
へ
の
取
材
は
宮
崎
の
こ
と

に
つ
い
て
深
く
知
る
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

宮
崎
に
は
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
企
業
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
地
元
宮
崎
の
良
さ
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
魅
力
的
な
宮
崎
に
つ
い
て
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
良
さ
を
自
分
も
発
信
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

Calmness
of Beauty様

欧風パン
リビエール様

かわさき屋様
無人古本書店
「ほん、と」様

ペットサロン
はちまめ様

やまぐち
橄
オ リ ー ブ

欖店様

み や ざ き 起 業 家 応 援 チ ー ム の 動 画 は コ チ ラ

9 8



■
学
内
実
習
で
模
擬
病
院
を
実
施

　

チ
ー
ム
医
療
で
活
躍
す
る
医
療
事
務
養
成
に
お

い
て
、
医
療
機
関
実
習
は
重
要
な
位
置
付
け
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
9
月
実
施
の
医
療
機
関
実
習
Ⅱ
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
医
療
機
関
で
の
実
習
が
困
難
と
な
り
、
一
部

学
生
を
対
象
に
学
内
実
習
へ
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
模
擬
病
院
の
開
催
は
参
加
学
生
が
中

心
と
な
り
、「
医
療
機
関
実
習
Ⅰ
」
で
の
体
験
を
基

に
カ
ル
テ
や
受
診
カ
ー
ド
な
ど
の
書
類
作
成
、
病
院

の
待
合
室
や
受
付
の
レ
イ
ア
ウ
ト
、
そ
し
て
、
患

者
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
ま
し
た
。
最
終

日
に
は
、
学
内
の
教
職
員
に
模
擬
患
者
と
な
っ
て

受
診
を
し
て
も
ら
い
、
学
生
は
様
々
な
学
び
が
で

き
た
よ
う
で
し
た
。

■
学
生
の
記
録
よ
り

　
「
今
日
は
、
模
擬
病
院
の
実
践
を
行
い
ま
し
た
。

自
分
の
役
割
は
会
計
で
し
た
。
そ
こ
で
感
じ
た
こ

と
は
、
待
っ
て
い
る
患
者
が
増
え
る
ご
と
に
、
自

分
の
気
持
ち
が
焦
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

業
務
で
手
一
杯
に
な
っ
て
し
ま
い
、
他
部
署
へ
の
情

報
伝
達
も
上
手
く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

時
間
が
過
ぎ
慣
れ
て
く
る
と
、
や
る
べ
き
仕
事
が

見
え
て
き
て
、
動
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
先

生
方
か
ら
も
誉
め
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
し
、
何
よ
り
楽
し
か
っ
た
で
す
。」

　

学
内
実
習
に
お
き
ま
し
て
は
、
医
療
機
関
実
務
者

の
講
師
、
実
践
指
導
者
の
方
々
の
ご
協
力
を
頂
き

ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
非
常
事
態
の
中
、

対
策
を
万
全
に
整
え
学
生
を

受
け
入
れ
て
頂
い
た
医
療
機

関
の
関
係
者
の
方
々
に
も
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
科
医
療
事
務
・
医
療
秘
書
コ
ー
ス

　
 

学
内
で
実
施
し
た
医
療
機
関
実
習

模擬病院
の動画は
こちらを

ご覧
ください。

業務の流れを考える

必要な物のリストアップ

受付対応

患者の立場での待合室

クラーク業務としての血圧測定 会計レセコン入力

薬局事務 情報発信のためのポスター

　

四
月
七
日
の
入
学
式
以
降
、
前
期
授
業
開
始
が

延
期
と
な
り
、
四
月
二
十
七
日
か
ら
よ
う
や
く

Y
o
u
T
u
b
e
を
使
用
し
て
の
遠
隔
授
業
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
慣
れ
な
い
自
宅
で

の
配
信
授
業
の
受
講
や
課
題
提
出
等
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
状
況
下
で
懸
命
な
取
り
組
み
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
五
月
二
十
五
日
に
対
面
授
業
が

始
ま
っ
た
と
き
に
は
、
学
友
と
机
を
並
べ
て
学
ぶ

こ
と
の
喜
び
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
当
た
り
前
が

当
た
り
前
で
な
い
こ
と
を
改
め
て
実
感
す
る
日
々

で
し
た
。

　

ま
た
、
授
業
だ
け
で
な
く
五
月
（
実
習
Ⅰ
）、
六

月
（
実
習
Ⅱ
‐
１
）、
八
月
（
実
習
Ⅱ
‐
２
）
の
実

習
に
つ
い
て
も
延
期
や
学
内
演
習
に
振
替
え
て
の

実
習
と
な
り
ま
し
た
。
介
護
施
設
や
事
業
所
で
の

実
習
を
控
え
て
い
る
専
攻
科
生
に
は
、
入
学
式
以

降
毎
日
の
検
温
・
健
康
状
態
の
記
録
を
行
う
こ
と

で
、
介
護
福
祉
士
を
目
指
す
学
習
者
と
し
て
の
自

覚
も
芽
生
え
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

学
内
演
習
で
は
、
実
際
の
実
習
期
間
と
同
じ
時

間
数
で
高
齢
者
疑
似
体
験
や
事
例
に
基
づ
く
生
活

支
援
技
術
の
展
開
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
や
音
楽
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
マ
ス
ク
作
り
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
実
習
目
標
に
沿
っ
た
学
習
を
行
い

ま
し
た
。

専
攻
科
（
福
祉
専
攻
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
果
敢
に
挑
戦
し
た
学
内
で
の
介
護
実
習

Ａチーム作戦会議 Ｂチーム作戦会議

勝利をめざして力説する様子

布マスク作り 音楽レクリエーション

車椅子体験 グループ調べ学習

高齢者疑似体験 事例に基づく演習発表

音付き劇 認知症サポーター養成講座

ディベートテーマ
高齢者が安全・安心してその人らしい生活を送るための方策
―「施設」「自宅」のどちらで生活するのが望ましいか ―

「施設で
生活するのが
望ましい派」

「自宅で
生活するのが
望ましい派」

ジャッジも
真剣

With COVID-19 × #ミヤタンの挑戦
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毎
年
、
専
攻
科
進
学
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
保
育
科
生
と
専
攻
科
生

と
の
交
流
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
進
学
・

就
職
を
目
前
に
控
え
た
保
育
科
２
年
生
を
対
象
に
、

専
攻
科
生
が
ガ
イ
ダ
ン
ス
ア
ワ
ー
教
室
に
直
接
出

向
い
て
の
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
２

年
生
か
ら
は
、
専
攻
科
で
の
実
習
や
授
業
内
容
、

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
に
向
け
て
の
取
り
組
み
な

ど
の
質
問
が
あ
り
、
専
攻
科
で
の
学
び
を
知
っ
て

も
ら
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

■
交
流
会
に
参
加
し
て
の
感
想
（
保
育
科
２
年
生
）

　

・�

専
攻
科
進
学
後
の
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

・�

専
攻
科
の
様
子
や
国
試
の
対
策
な
ど
知
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

・�

先
輩
が
楽
し
そ
う
に
話
を
し
て
い
る
の
を
見

て
、
専
攻
科
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

　

・�

専
攻
科
に
進
学
す
る
う
え
で
の
こ
と
や
実
習

に
つ
い
て
先
輩
に
質
問
す
る
こ
と
で
少
し
不

安
が
解
消
で
き
た
。

　

・�

専
攻
科
で
何
を
学
ぶ
の
か
詳
し
く
知
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

・
専
攻
科
の
魅
力
が
伝
わ
っ
た
。

　

・�

実
習
や
授
業
内
容
に
つ
い
て
理
解
で
き
た
。

　

・�

介
護
に
つ
い
て
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
こ
と

が
で
き
た
。

　

・�

資
格
が
あ
る
と
働
け
る
場
も
広
が
る
こ
と
を

知
っ
た
。

　

・�

専
攻
科
で
は
子
ど
も
と
は
違
う
対
応
に
つ
い

て
学
べ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　　　

私
は
今
回
の
交
流
会
に
て
、
専
攻
科
進
学
の
動

機
、
専
攻
科
で
学
ん
で
い
る
こ
と
、
実
習
を
通
し

て
印
象
に
残
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
熱
心
に
聞
い
て

く
だ
さ
り
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
中
で
、

介
護
実
習
に
お
け
る
記
録
の
書
き
方
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
介
護
過
程
の
展
開
を

す
る
う
え
で
ど
の
よ
う
に
受
け
持
ち
利
用
者
と
関

わ
り
情
報
収
集
を
行
う
か
な
ど
、
体
験
を
も
と
に

様
々
な
点
か
ら
説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
を
機
に
少
し
で
も
「
介
護
」
に
つ

い
て
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
増
え
た
ら
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
行
事
が
変

更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

自
分
の
思
い
も
整
理
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

専
攻
科
（
福
祉
専
攻
）【
専
攻
科
案
内
・
交
流
会
】
令
和
２
年
11
月
25
日

保育科２Ａクラスと
専攻科生との交流会の様子

保育科２Ｄクラスの学生を前に
話をする三重野さん（左）

令和2年度 専攻科（福祉専攻）の一年
4月　　5月 　 6月　  7月　　8月  　9月　  10月 　 11月　  12月　  1月 　 2月　  3月

例
　
年

■
入
学
式（
4
月
7
日
）

■
修
了
式（
3
月
19
日
）

■
学
力
評
価
試
験

■
介
護
福
祉
士
国
家
試
験

■
修
了
研
究
発
表

令
和
2
年
度

●実習Ⅰ
　（10 日間）

●実習Ⅱ－１
　（13 日間）

●実習Ⅱ－２
　（13 日間）

●実習Ⅰ
　（在宅）
　（5 日間）

●実習Ⅰ
　学内演習
　（5 日間）

●連各授業　●遠隔／
　　　　　　　対面授業

●遠隔授業

●実習Ⅰ
　（在宅）
　（5 日間）

●実習Ⅱ－１
　学内演習（８日間）
　施設実習（５日間） 

●実習Ⅱ－２
　（13 日間） 

夏季休業～
（9 月中旬～下旬） 

夏季休業～
（９／14 ～ 30）

交
流
会
に
参
加
し
て

専
攻
科
（
福
祉
専
攻
）

三
重
野
　
結
夏

　

地
域
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
は
地
域
連
携
セ
ン

タ
ー
へ
と
名
称
を
変
更
し
、
幅
広
く
地
域
の
方
々

と
共
に
活
動
し
て
い
く
組
織
と
し
て
新
た
な
道
を

歩
み
始
め
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
活
動
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

情
報
の
提
供
を
始
め
と
し
た
、
本
学
の
地
域
貢
献

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
未
だ
終
息
の

兆
し
を
見
せ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
本
セ

ン
タ
ー
の
社
会
活
動
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
年
度
の
活
動
は
、
本
学
教
員
が
持
つ

様
々
な
専
門
知
識
や
技
術
を
最
大
限
に
活
か
し
た
、

在
宅
で
も
学
べ
る
多
様
な
生
涯
学
習
動
画
の
配
信

な
ど
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
へ
の
寄
与
を
主
軸
に
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
本
セ
ン
タ
ー
が
今
年
度
制
作
い
た
し

ま
し
た
生
涯
学
習
動
画
の
な
か
か
ら
、
い
く
つ
か

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、「
初
心
者
向

け
の
ピ
ア
ノ
講
座
」

で
す
。
こ
の
動
画
は
、

本
年
度
前
期
の
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
自
宅
待

機
期
間
中
に
W
E
B

配
信
で
実
施
さ
れ
た
、

保
育
科
１
年
生
向
け

の
『
器
楽
』
の
遠
隔

授
業
を
、
地
域
の
皆

様
向
け
に
ア
レ
ン
ジ

し
た
も
の
で
す
。
保

育
科
の
小
澤
真
美
子
講
師
の
丁
寧
な
解
説
と
、
大

き
く
映
し
出
さ
れ
た
手
元
の
映
像
が
、
ピ
ア
ノ
初

心
者
の
方
に
も
大
変
わ
か
り
や
す
い
動
画
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
専
攻
科
の

桑
迫
信
子
講
師
に
よ

る
「
楽
ら
く
介
護
」

で
す
。
こ
の
動
画
で

は
、
寝
返
り
や
立
ち

上
が
り
な
ど
、
日
常

の
介
護
に
お
い
て
頻

繁
に
行
う
動
作
に
つ

い
て
取
り
上
げ
、
ど

の
よ
う
な
工
夫
を
す

れ
ば
本
人
と
介
護
者

が
よ
り
安
全
で
安
楽

に
介
護
が
で
き
る
の

か
、
ヒ
ン
ト
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。
桑
迫
講
師
に
よ
る
、
介
護
者
の
力

の
入
れ
方
や
声
掛
け
方
法
な
ど
の
専
門
知
識
に
基

づ
い
た
解
説
は
、
介
護
を
よ
り
理
論
的
に
学
べ
る

動
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
保
育
科
の
高
妻
瑠
弥
乃
講
師
に
よ
る
「
フ

ル
ー
ツ
で
健
康
生
活
を
楽
し
も
う
」
で
す
。
こ
の

動
画
で
は
、
子
ど
も
で
も
簡
単
に
で
き
る
バ
ナ
ナ

の
飾
り
切
り
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、
積
極
的
な
果

物
の
摂
取
な
ど
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
整
っ
た
食
生
活

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
で
作
成

さ
れ
ま
し
た
。
イ
ル
カ
や
ア
シ
カ
と
い
っ
た
水
族

館
の
生
き
物
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
フ
ル
ー
ツ
カ
ッ

ト
を
楽
し
め
る
動
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
実
習
指
導
室
の
職
員
、
森
﨑
麻
衣
子
に

よ
る
子
ど
も
向
け
手
作
り
お
も
ち
ゃ
の
製
作
「
身

近
な
も
の
を
使
っ
て
、
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
！
」
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
外
出
自
粛
に
お
け
る

在
宅
時
間
を
活
用
し
て
、
ご
家
族
一
緒
に
楽
し
め

る
講
座
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
実
習

指
導
室
で
は
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
に
つ
な

が
る
実
践
的
な
遊
び
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
た
く
さ

ん
用
意
し
、
保
育
者
を
目
指
す
学
生
た
ち
に
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
保
育
科
の
山
本
優
子
講
師
に
よ
る
「
伝

統
の
明
教
庵
で
『
茶
道
』
の
お
稽
古
」
講
座
で
す
。

本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
礼
節
・
勤
労
」
に

基
づ
き
、
学
生
は
明
教
庵
に
て
茶
道
を
始
め
と
し

た
一
般
礼
節
を
学
び
ま
す
。
こ
の
動
画
で
は
、「
真・

行
・
草
」
か
ら
な
る
三
種
の
お
辞
儀
や
薄
茶
の
い

た
だ
き
方
な
ど
の
基
本
的
な
茶
道
の
所
作
を
、
割

り
稽
古
の
形
で
教
授
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
で
ご
紹
介
し
た
通
り
、
本
セ
ン
タ
ー
で
は
各

学
科
の
教
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
科
目
の
専

門
知
識
を
活
か
し
、
地
域
の
方
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
様
々
な
動
画
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
。「
生
涯

学
習
W
E
B
講
座
」と
銘
打
っ
て
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
無
料
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
は
地
域

の
皆
さ
ま
の
学
び
た
い
と
い
う

気
持
ち
に
応
え
、
ま
た
受
講
者
一

人
ひ
と
り
が
新
た
な
夢
を
想
い

描
き
、
実
現
し
、
輝
く
学
び
の
場

と
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
地
域

貢
献
を
推
進
し
、
地
域
に
開
か
れ

た
教
育
機
関
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
涯
学
習
W
E
B
講
座

With COVID-19 × #ミヤタンの挑戦

生涯学習
WEB講座は
こちらから

ご覧下さい。
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あ
る
園

を
訪
問
し
た

際
、
心
に
残

る
保
育
に
出

会
い
ま
し
た
。

４
歳
児
ク
ラ

ス
で
「
図
形
あ
そ
び
」
の
活
動
を
し
て

い
る
場
面
で
、
園
児
た
ち
が
「
丸
い
も

の
」を
発
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
「
り
ん
ご
」「
ボ
ー
ル
」
と
次
々
と
発

表
が
続
く
中
、
あ
る
男
の
子
が
「
え

ん
ぴ
つ
」
と
元
気
よ
く
答
え
ま
し
た
。

周
り
の
子
ど
も
た
ち
が
一
瞬
き
ょ
と
ん

と
す
る
中
、
先
生
は
笑
顔
を
浮
か
べ
な

が
ら
「
よ
く
気
が
つ
い
た
ね
。
○
○
く

ん
が
言
っ
た
の
は
こ
こ
で
す
ね
」
と
鉛

筆
の
底
の
丸
い
部
分
を
指
し
示
し
ま

し
た
。周
り
の
子
も
納
得
の
表
情
で
す
。

　

続
い
て
、「
三
角
の
も
の
」
の
発
表

で
す
。
そ
の
男
の
子
は
ま
た
「
え
ん
ぴ

つ
」
と
答
え
ま
し
た
。
先
生
は
ま
た

に
っ
こ
り
と
笑
っ
て
「
こ
こ
に
も
気
が

つ
い
た
ん
で
す
ね
」
と
言
っ
て
削
っ
た

先
の
部
分
を
見
せ
ま
し
た
。そ
の
瞬
間
、

自
然
と
子
ど
も
た
ち
か
ら
拍
手
が
お

き
た
の
で
す
。
み
ん
な
が
笑
顔
の
あ
た

た
か
く
や
わ
ら
か
な
空
間
で
し
た
。

　

こ
の
保
育
教
諭
（
か
つ
て
の
教
え
子

で
す
が
、
今
は
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
）

の
よ
う
な
素
敵
な
先
生
に
学
生
が
育

つ
こ
と
を
信
じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
保
育

科
は
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
授
業

は
、
子
ど
も

た
ち
の
行
動

や
思
考
、
気

持
ち
に
つ
い

て
考
え
、
保

育
者
と
し
て
ど
の
よ
う
に
援
助
し
て
い

け
ば
よ
い
の
か
を
考
え
て
い
く
授
業
で

す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
行
動
に
は
必
ず
理

由
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
そ
の
子
の

特
性
で
あ
っ
た
り
、
そ
の
と
き
の
感
情

や
環
境
で
あ
っ
た
り
、
発
達
上
の
特
徴

で
あ
っ
た
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
背
景
に
あ
り
ま
す
が
、
保
育
者
が

援
助
を
行
う
際
に
は
、
こ
の
理
由
を

し
っ
か
り
と
考
え
、
そ
れ
に
応
じ
た
対

応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
仲

間
入
り
が
上
手
く
で
き
な
い
子
ど
も

が
い
た
と
し
て
、「
入
れ
て
！
」
の
合

言
葉
を
知
ら
な
い
子
ど
も
へ
の
対
応

と
、
知
っ
て
い
る
け
れ
ど
言
え
な
い
子

ど
も
へ
の
対
応
で
は
、
保
育
者
と
し

て
か
け
る
言
葉
も
全
く
違
う
も
の
と

な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
授
業
に
お
い
て
は
、
毎
回
の
事

例
検
討
を
中
心
と
し
て
課
題
が
出
さ

れ
、
学
生
は
そ
れ
を
考
え
て
き
た
上

で
授
業
に
臨
み
、
事
例
に
つ
い
て
の
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
な

ど
、
学
生
が
実
際
の
現
場
に
出
た
と

き
に
、
と
っ
さ
の
場
面
で
も
し
っ
か
り

と
考
え
て
対
応
で
き
る
た
め
の
知
識

と
ス
キ
ル
、
さ
ら
に
は
将
来
の
保
育
者

と
し
て
の
成
長
を
促
す
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
の
場
面
に
お
い
て
も
、
自
己
の
保
育

の
理
由
を
し
っ
か
り
と
説
明
で
き
る
力

を
養
う
べ
く
、授
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
子
ど
も
の
行
動
に
は
理
由

が
あ
り
、
す
べ
て
の
保
育
者
の
援
助
に

は
そ
の
理
由
に
応
じ
た
ね
ら
い
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
授
業
に
お
い
て

し
っ
か
り
と
考
え
る
こ
と
で
、
保
育
の

楽
し
さ
や
や
り
が
い
に
気
づ
い
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

教
育
心

理
学
・
保
育

の
心
理
学
を

学
ん
で
、
教

育
に
関
わ
る

様
々
な
問
題

に
つ
い
て
、
基
礎
や
知
識
に
つ
い
て
幅

広
く
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
心

理
学
と
聞
く
と
難
し
い
よ
う
な
印
象

を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
授
業
を
通
し

て
多
く
の
興
味
深
い
問
題
が
隠
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
け
た
り
し
て
、
発

見
の
多
い
科
目
で
す
。
な
か
で
も
、
子

ど
も
が
け
ん
か
を
し
た
際
の
保
育
者

の
対
応
に
つ
い
て
の
事
例
で
は
、
実
際

に
基
本
実
習
で
出
会
っ
た
場
面
を
想

像
し
な
が
ら
、
保
育
者
と
し
て
「
見

守
る
」「
寄
り
添
う
」「
子
ど
も
の
目
線

学
科
・
専
攻
科
の
一
年
間
の
取
り
組
み

保
育
科

や
わ
ら
か
な
保
育
空
間

保
育
科　

学
科
長

泰
田
　
久
史

「
保
育
の
心
理
学
」の

授
業
を
通
し
て

保
育
科　

准
教
授

井
上
　
浩
義

「
保
育
の
心
理
学
」を

学
ん
で

保
育
科　

1
年

山
田
　
捺
希

に
な
る
」
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実

習
や
就
職
な
ど
、
保
育
現
場
に
出
た

際
に
効
果
的
に
役
立
て
ら
れ
る
行
動

に
つ
い
て
考
え
、
対
応
で
き
る
た
め
の

ス
キ
ル
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
、
課
題
に

取
り
組
み
、
沢
山
の
発
見
や
知
識
を

得
る
こ
と
で
楽
し
さ
や
難
し
さ
に
ぶ
つ

か
り
、
毎
回
の
授
業
で
多
く
の
こ
と
を

吸
収
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
実
習
で
、
保
育
士
と
し
て

子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
援
助
を

し
た
ら
良
い
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
頭
を

機
敏
に
動
か
し
一
瞬
で
対
応
で
き
る
よ

う
な
保
育
士
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　
「
保
育
士
」

と
い
う
と
、

保
育
園
で
働

く
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
と
思

い
ま
す
が
、

家
庭
で
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
が
入
所

し
て
生
活
す
る
「
入
所
型
施
設
」
な

ど
も
保
育
士
の
職
場
と
し
て
法
的
に

も
歴
史
的
に
も
定
着
し
て
い
ま
す
。

社
会
的
養
護
の
授
業
は
、
そ
う
し
た

施
設
な
ど
で
暮
ら
す
子
ど
も
に
関
す

る
こ
と
を
扱
う
科
目
で
す
。
郷
土
の

偉
人
の
一
人
で
あ
る
石
井
十
次
の
実
践

や
、
戦
後
に
「
戦
災
孤
児
」
を
預
か
っ

た
こ
と
な
ど
が
起
源
と
さ
れ
、
児
童

養
護
施
設
や
乳
児
院
な
ど
の
ほ
か
に

も
こ
う
し
た
施
設
が
数
種
類
あ
り
ま

す
。
今
日
で
は
、
虐
待
な
ど
を
背
景

と
し
て
、
里
親
な
ど
の
「
家
庭
（
的
）

養
護
」
の
充
実
が
急
激
に
進
め
ら
れ

て
お
り
、
社
会
的
養
護
の
状
況
は
変

貌
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
社
会
的
養
護

は
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
に
く
い
と
感
じ
や

す
い
科
目
で
す
の
で
、
ま
ず
は
具
体

的
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
や
す
い
よ
う
、
動

画
な
ど
を
用
い
て
理
解
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ト
ラ
ウ
マ
な
ど
の
虐
待
被

害
の
後
遺
症
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の

支
援
は
、
一
般
児
童
の
支
援
に
も
通
じ

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
し
、
保
育
所

の
保
育
が
い
か
に
虐
待
予
防
に
な
る
か

な
ど
も
合
わ
せ
て
学
び
ま
す
。「
自
分

に
関
係
な
い
話
」
と
思
わ
ず
、
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
内
容
で
す
。

　

社
会
的
養

護
Ⅰ
の
授
業

で
は
、
講
義

や
D
V
D
な

ど
を
通
し
て

児
童
養
護
施

設
な
ど
の
「
施
設
保
育
士
」
の
知
識

や
現
状
を
学
び
、
児
童
養
護
施
設
の

園
長
先
生
が
担
当
し
て
く
だ
さ
っ
た

社
会
的
養
護
Ⅱ
で
は
、
現
場
の
実
状
や

施
設
保
育
士
の
仕
事
、
事
例
を
通
し

て
、
そ
こ
で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
の
日

常
や
支
援
方
法
な
ど
、
現
場
の
先
生

な
ら
で
は
の
様
々
な
こ
と
を
学
ん
で
い

ま
す
。
学
園
短
大
で
、
例
年
行
わ
れ

る
施
設
実
習
は
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

学
内
実
習
と
な
り
ま
し
た
。
先
輩
方

の
中
に
は
実
際
の
現
場
で
の
実
習
を

通
し
て
施
設
に
興
味
を
持
ち
、
就
職

さ
れ
た
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
伺

い
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
、
実
習

が
叶
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
と
て
も
残
念

に
思
い
ま
し
た
。私
は
入
学
以
前
よ
り
、

児
童
養
護
施
設
で
の
就
職
を
希
望
し

て
お
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
お
り
ま

す
。
施
設
で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
は

み
ん
な
元
気
で
楽
し
く
生
活
し
て
お

り
ま
す
。
様
々
な
事
情
を
抱
え
て
い
る

子
ど
も
た
ち
で
す
が
、
偏
見
を
持
つ
こ

と
は
な
く
、
一
般
家
庭
の
子
と
同
じ
よ

う
に
育
て
、
社
会
に
出
た
と
き
に
「
施

設
で
育
っ
て
幸
せ
だ
っ
た
」
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
支
援
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
だ

け
で
な
く
施
設
保
育
士
に
も
目
を
向

け
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

私
は
、
低

年
齢
児
保

育
の
授
業
を

進
め
る
に
あ

た
っ
て
大
事

に
し
て
い
る

こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
授
業
の
中
で
保
育
現
場

を
感
じ
ら
れ
る
工
夫
で
す
。
教
科
書

も
使
用
し
ま
す
が
、
何
よ
り
の
教
材

と
な
る
の
は
実
際
の
保
育
映
像
や
、
現

場
で
使
用
し
て
い
る
玩
具
や
連
絡
帳
、

「
社
会
的
養
護
Ⅰ
・
Ⅱ
」

の
授
業
に
つ
い
て

保
育
科　

准
教
授

樋
口
　
成
樹

「
社
会
的
養
護
Ⅰ・Ⅱ
」の

学
び
を
通
し
て

保
育
科　

2
年松

山
　
芽
果
実

「
低
年
齢
児
保
育
Ⅰ
・

Ⅱ
」の
授
業
を
通
し
て

保
育
科　

助
教小

川
　
美
由
紀
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そ
し
て
経
験
談
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切

さ
で
す
。
保
育
は
一
人
で
行
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
低
年
齢
児
期

の
保
育
で
は
、
保
育
者
同
士
の
連
携
が

重
要
と
な
り
ま
す
。授
業
で
は
、グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
、
具
体
的
な

保
育
場
面
に
お
け
る
子
ど
も
へ
の
関
わ

り
、
環
境
構
成
や
援
助
・
配
慮
を
よ

り
実
践
的
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
助

言
し
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
の
初
々
し

い
意
見
を
聞
く
と
、
私
も
初
心
に
返
る

こ
と
が
で
き
、
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
こ
の
授
業
を
通
し
て
、
学
生
の

皆
さ
ん
が
“
子
ど
も
が
好
き
！
保
育

を
し
て
い
る
自
分
も
好
き
！
”
と
言

え
る
素
敵
な
保
育
者
に
な
れ
る
よ
う
、

後
押
し
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

低
年
齢
児

保
育
の
講
義

で
は
、
主
に

０
～
３
歳
の

発
育
･
発
達

や
保
育
園
･

認
定
こ
ど
も
園
で
の
保
育
内
容
、
地

域
型
保
育
に
関
す
る
支
援
事
業
な
ど
、

よ
り
専
門
的
に
保
育
の
分
野
を
学
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
授
業
は
担
当
さ
れ
て

い
る
小
川
先
生
が
実
際
に
現
場
で
保

育
士
と
し
て
働
い
て
い
た
と
き
の
経
験

は
も
ち
ろ
ん
、
親
と
し
て
の
保
育
者

と
の
関
わ
り
の
実
際
を
お
聞
き
す
る

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
貴
重
な
時
間
で

す
。
私
た
ち
は
コ
ロ
ナ
禍
で
保
育
所
見

学
実
習
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
先
生
の
お
子
さ
ん
の
成
長

の
様
子
を
映
像
や
写
真
で
見
せ
て
い
た

だ
い
た
り
、
実
際
の
お
帳
面
の
や
り
と

り
を
参
考
に
お
帳
面
を
書
く
演
習
を

し
た
り
す
る
な
ど
、
目
で
見
て
考
え
、

体
験
す
る
こ
と
で
保
育
の
現
場
を
生

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
事
例
を
考

え
学
友
と
意
見
を
交
換
し
た
り
、
低

年
齢
時
期
の
子
ど
も
に
向
け
て
手
作

り
の
玩
具
を
製
作
し
た
り
と
保
育
者

と
し
て
よ
り
子
ど
も
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
授
業
で
学

ん
だ
知
識
を
こ
れ
か
ら
の
実
習
で
活

か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
昨

年
の
春
、
宮

崎
学
園
短
期

大
学
を
卒
業

し
、
現
在
宮

崎
市
内
に
あ

る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
島
之

内
保
育
園
で
年
長
児
の
担
任
を
し
て

い
ま
す
。
新
任
で
初
め
て
の
ク
ラ
ス
が

年
長
と
聞
い
た
と
き
は
、
嬉
し
さ
の
反

面
驚
き
と
不
安
な
気
持
ち
だ
っ
た
こ

と
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

今
は
短
大
で
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の

保
育
に
取
り
入
れ
た
り
、
実
習
や
演

習
で
培
っ
た
経
験
を
活
か
し
た
り
し
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
ク

ラ
ス
の
先
生
に
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

や
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
い

て
助
け
ら
れ
た
り
、
同
僚
の
先
生
と
励

ま
し
支
え
合
っ
た
り
し
な
が
ら
毎
日

社
会
福
祉
法
人

住
吉
保
育
会

島
之
内
保
育
園

令
和
元
年
度
卒　

保
育
士

増
田
　
琴
瑛

卒
業
生
か
ら
の

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

「
低
年
齢
児
保
育

Ⅰ・Ⅱ
」を
受
講
し
て

保
育
科　

1
年内

藤
　
日
向
子

楽
し
く
保
育
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
一
番
に
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
日
々
最
高

の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

点
で
、
私
自
身
も
元
気
を
も
ら
い
仕

事
へ
の
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
保
護

者
支
援
な
ど
の
対
応
が
ま
だ
ま
だ
分

か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
手
探
り
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
時
間
を
か

け
て
学
び
、
子
ど
も
と
一
緒
に
成
長
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
短
大
で
学

ん
だ
多
く
の
知
識
や
経
験
は
き
っ
と

自
分
の
糧
と
な
る
と
思
う
の
で
今
後

さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
応
援
し
て
お
り

ま
す
。

　

私
は
宮
崎

学
園
短
期

大
学
を
卒

業
し
、
現
在

母
園
で
も
あ

る
田
野
カ
ト

リ
ッ
ク
聖
母
幼
稚
園
で
２
歳
児
の
担

任
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
卒
園
し
た

園
で
働
く
の
が
夢
だ
っ
た
私
は
、
夢
が

叶
い
毎
日
楽
し
く
子
ど
も
た
ち
と
過

ご
し
て
い
ま
す
。
就
職
し
た
ば
か
り

の
４
月
は
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
沢
山

あ
っ
た
り
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
迷
う

こ
と
だ
ら
け
で
毎
日
過
ご
す
だ
け
で

い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
の
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
で
す
が
、
短
大
で
の
学
び
が

私
の
力
、
励
み
と
な
り
今
楽
し
く
働

け
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
が
今

担
任
し
て
い
る
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち

は
、
２
歳
児
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
イ

ヤ
イ
ヤ
期
真
っ
只
中
で
す
。
そ
ん
な
子

ど
も
た
ち
と
接
し
て
い
く
の
は
難
し
く

悩
む
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
様
々
な

関
わ
り
方
を
し
て
い
く
日
々
で
す
。
今

日
は
上
手
く
い
っ
た
！　

や
っ
た
！　

と
い
う
達
成
感
は
自
分
の
自
信
に
も

つ
な
が
り
、
次
は
こ
う
し
て
み
よ
う
！

な
ど
自
分
を
高
め
る
力
に
も
な
り
ま

す
。
こ
の
向
上
心
を
身
に
つ
け
ら
れ
た

の
も
大
学
時
代
同
じ
夢
を
持
つ
仲
間

た
ち
と
一
緒
に
勉
強
し
、
実
習
を
乗
り

越
え
て
き
た
か
ら
だ
と
改
め
て
思
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
本
気
で
遊
ん

だ
り
、
大
き
な
声
で
笑
っ
た
り
、
一
緒

に
泣
い
た
り
で
き
る
の
は
先
生
の
特
権

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
大
学
で
の
学
び
を

活
か
し
、
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

田
野
カ
ト
リ
ッ
ク

聖
母
幼
稚
園

令
和
元
年
度
卒　

保
育
士

中
竹
　
菫
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昨
年
の
２

月
頃
か
ら
感

染
拡
大
が
始

ま
り
、
今
な

お
各
地
が
緊

急
事
態
宣
言

下
に
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
影
響
を
受
け
て
、
現
代
ビ

ジ
ネ
ス
科
も
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
た

１
年
で
し
た
。

　

ま
ず
始
め
に
、
１
年
次
の
３
月
か

ら
本
格
的
に
始
ま
る
学
生
の
就
職

活
動
が
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
多
く

の
就
職
説
明
会
や
企
業
説
明
会
が
中

止
さ
れ
、
学
生
が
正
確
な
就
職
情
報

を
得
る
機
会
が
少
な
く
、
例
年
に
比

べ
る
と
遅
い
就
職
戦
線
の
ス
タ
ー
ト

で
あ
り
、
就
職
面
接
等
が
始
ま
る
と

Z
o
o
m
等
に
よ
る
W
e
b
面
接

も
多
く
な
り
、
事
前
の
学
生
の
面
接

指
導
に
も
工
夫
が
必
要
で
し
た
。
し

か
し
、
学
生
諸
君
の
真
面
目
な
取
組

と
学
科
の
先
生
方
の
熱
心
な
指
導
に

よ
り
、
全
て
の
学
生
が
進
路
を
決
定

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、

本
年
度
か
ら
４
年
制
大
学
編
入
学
指

導
へ
の
取
組
も
本
格
化
す
る
こ
と
が

で
き
、
宮
崎
公
立
大
学
３
年
次
編
入

学
者
を
出
せ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
度
当
初
か
ら
通
常
の
対

面
授
業
開
催
の
目
処
が
立
た
な
い
状

況
で
し
た
が
、
新
入
生
に
つ
い
て
も

4
月
15
日
に
学
科
登
学
日
を
設
け
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
配
布
と
遠
隔
授
業
実

施
の
説
明
、
4
月
16
･
17
日
の
二
日

間
模
擬
授
業
の
実
施
を
経
て
遠
隔
授

業
が
で
き
る
体
制
を
整
え
、
4
月
27

日
か
ら
Z
o
o
m
に
よ
る
双
方
型
遠

隔
授
業
と
Y
o
u
T
u
b
e
を
使
っ

た
配
信
型
遠
隔
授
業
の
２
タ
イ
プ
の

W
e
b
配
信
授
業
を
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
が
で
き
、
情
報
教
育
に
強
い
現

代
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
特
色
を
活
か
し
た

コ
ロ
ナ
対
応
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

５
月
下
旬
か
ら
、
対
面
授
業
が
再

開
さ
れ
ま
し
た
が
、
８
月
か
ら
９
月

の
間
に
予
定
さ
れ
て
い
た
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ー
ス
１
年
の
企
業
実
習
Ⅰ
（
５
日

間
の
企
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
と

医
療
事
務
・
医
療
秘
書
コ
ー
ス
２
年

の
医
療
機
関
実
習
Ⅱ
を
学
内
実
習
に

切
り
替
え
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
、
学

科
担
当
教
員
の
創
意
工
夫
と
関
係
機

関
・
企
業
等
の
全
面
的
な
ご
協
力
ご

支
援
に
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で
き

る
最
良
の
代
替
実
習
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
概
要
を
述
べ
ま

す
と
、
例
年
学
生
一
人
が
１
社
ま
た

は
複
数
社
で
５
日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
経
験
す
る
企
業
実
習
Ⅰ
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
現
場
で
の
実
習
が

難
し
い
事
業
者
で
は
、
学
生
一
人
が

２
社
の
事
業
所
と
Z
o
o
m
で
遠
隔

企
業
体
験
を
行
い
、
協
力
企
業
か
ら

テ
レ
ワ
ー
ク
課
題
を
課
し
て
頂
き
、

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
予
防
に
有
効
な
新

し
い
働
き
方
の
体
験
も
取
り
入
れ
、

コ
ロ
ナ
禍
な
ら
で
は
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

例
年
は
学
生
が
通
え
る
居
住
地
域
内

の
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

限
ら
れ
る
の
で
す
が
、
今
回
の
遠
隔

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
居
住
地

か
ら
離
れ
た
企
業
の
体
験
も
で
き
た

と
い
っ
た
二
次
的
な
成
果
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
っ
と

も
多
忙
な
職
場
と
な
っ
た
医
療
機
関

で
の
実
習
で
あ
る
医
療
機
関
実
習
Ⅱ

も
学
内
実
習
に
切
り
替
え
ま
し
た

が
、
学
生
に
少
し
で
も
臨
場
感
と
実

際
の
医
療
現
場
で
の
動
き
を
体
験
で

き
る
代
替
実
習
に
し
よ
う
と
、
病
院

関
係
者
の
協
力
も
頂
き
学
内
に
模
擬

病
院
を
作
り
、
職
員
が
患
者
役
を
務

め
る
な
ど
担
当
教
員
を
中
心
に
学
科

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、

学
生
も
生
き
生
き
と
実
習
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
他
に
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で

計
画
通
り
に
実
施
で
き
な
か
っ
た

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
始
め
と
す

る
学
生
募
集
の
取
組
を
補
完
す
る
目

的
で
、
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
科
に
入
学
し

て
大
き
く
成
長
し
進
路
先
の
決
ま
っ

た
学
生
の
姿
を
直
接
、
高
校
の
先
生

方
に
伝
え
る
学
科
教
員
と
学
生
同
伴

に
よ
る
普
通
科
高
校
学
生
訪
問
を
実

施
す
る
な
ど
の
取
組
も
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
今
年
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
た

1
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
学
生
た
ち

は
こ
の
学
習
環
境
下
で
も
、
学
修
に

真
摯
に
取
り
組
み
、
自
己
の
良
さ
に

気
付
い
て
伸
ば
す
努
力
を
し
て
大
き

く
成
長
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生

一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
学
科
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
支
え
る
こ
と
が
で
き

た
１
年
で
も
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。「
教
員
の
喜
び
は
学
生
の
成

長
を
感
じ
る
こ
と
」
を
合
い
言
葉
に
、

今
後
も
現
ビ
O
N
E 

T
E
A
M
で

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

の
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
学
生
の
成
長

を
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
科

コ
ロ
ナ
禍
で
の

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
科
こ
の
１
年

～
現
ビ
O
N
E 
T
E
A
M
～

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
科
長

矢
田
　
憲
太
朗

令和2年度　現代ビジネス科　資格取得状況一覧
※ 令和3年2月28日現在

試験の名称 主催 合格者数

簿記能力検定 全国経理教育協会 ３級（１９）名

秘書検定 実務技能検定協会 ２級（１）名
３級（２０）名

情報処理技能検定
（表計算） 日本情報処理検定協会

1 級（ ２ ）名
準 1 級（ ０ ）名
２級（１１）名
３級（８）名

日本語ワープロ検定 日本情報処理検定協会

１級（ １ ）名
準１級（ ５ ）名
２級（１２）名
準２級（ ７ ）名
３級（１２）名

ファイナンシャル・
プランニング技能検定

日本ファイナンシャル・
プランナーズ協会

（日本 FP 検定）

（学科のみ合格３名）
実技１月２４日実施

医療保険請求事務実技試験 全国医師会医療秘書学院
連絡協議会 （ １５ 名 ）

日医総研
日医 IT 日レセ操作実務者
＜認定オペレーター＞

日本医師会
総合制作研究機構 （ １６名 ）

医療秘書認定試験 日本医師会 （ １４ 名 ）

※ 合格者については、授業の選択によって人数に差異があります。
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私
は
こ
の

一
年
間
で
、

新
し
い
こ
と

を
た
く
さ
ん

経
験
し
、
幅

広
い
学
び
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
入

学
直
後
か
ら
遠
隔
授
業
に
な
り
ま
し

た
。
新
し
い
環
境
の
中
で
、
い
き
な

り
の
体
制
で
始
ま
り
、
不
安
な
気
持

ち
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
生

方
の
親
身
か
つ
丁
寧
な
ご
指
導
の
お

か
げ
で
次
第
に
安
心
し
て
、
そ
し
て

楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
学
で
は
、
今
ま
で
や
っ

て
こ
な
か
っ
た
よ
う
な
新
た
な
活
動

に
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
が
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
学
生
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
し
た
こ
と
で
す
。

　

高
校
生
や
保
護
者
の
方
に
向
け
て

本
学
の
魅
力
や
特
色
を
自
分
の
言
葉

で
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、
人
前
で
話

す
こ
と
に
対
す
る
自
信
も
つ
き
ま
し

た
。
学
ん
だ
こ
と
も
多
く
、
準
備
に

お
け
る
計
画
性
や
協
調
性
、
考
え
抜

く
力
の
必
要
性
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
吸
収
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
検
定
試
験
や
そ
れ
を
見

据
え
た
学
習
、
先
生
方
や
友
人
と
の

交
流
な
ど
を
通
し
て
、
こ
の
一
年
間

が
か
け
が
え
の
な
い
有
意
義
な
時
間

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
、
就
職
活
動
が
控
え
て
い

ま
す
。
今
後
も
授
業
で
の
学
び
や
経

験
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
目
標
に
向

か
っ
て
前
進
し
て
い
け
る
よ
う
、
精

進
し
て
い
き
た
い
で
す
。　　

私
は
こ
の

一
年
間
で
パ

ソ
コ
ン
や
簿

記
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
な

ど
た
く
さ
ん

の
新
し
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
を
学
ん
で
い
く
中
で
力
を

い
れ
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
資
格
取

得
で
す
。

　

私
は
計
画
的
に
物
事
を
進
め
る
こ

と
が
苦
手
で
、
い
つ
も
ギ
リ
ギ
リ

に
な
っ
て
や
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
短
大
で
は
自
主
学
習
が
高
校
よ

り
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ

か
ら
た
く
さ
ん
の
資
格
取
得
を
す
る

た
め
に
は
検
定
日
か
ら
逆
算
し
て
自

主
学
習
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
社

会
人
に
な
っ
て
も
活
か
せ
る
よ
う
な

学
習
の
仕
方
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
だ
取
得
で
き
た
資
格
は
少
な
い

で
す
が
、
残
り
の
一
年
ほ
ど
で
、
以

上
の
こ
と
を
意
識
し
、
多
く
の
資
格

取
得
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
そ
の
過

程
も
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

様
々
な
人

に
支
え
ら

れ
、
視
野
を

広
く
持
つ
こ

と
の
大
切
さ

を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
二
年
間
で
し
た
。
私
は
、

目
に
見
え
て
感
じ
る
も
の
が
自
分
に

関
わ
る
す
べ
て
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
例
え
ば
、
勉
強
や
ア
ル
バ
イ
ト

は
頑
張
る
ほ
ど
目
に
見
え
る
評
価
や

対
価
を
得
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
本
当
は
そ

の
裏
で
「
誰
か
」
の
協
力
が
あ
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

　

私
は
特
に
就
職
活
動
で
、
そ
の
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
と
あ

る
報
告
を
怠
っ
た
こ
と
で
、
関
わ
っ

て
い
た
先
生
を
困
ら
せ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
自

分
ご
と
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
就
職

活
動
で
し
た
が
、
直
接
的
に
関
わ
り

が
な
く
て
も
、
様
々
な
人
の
協
力
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
だ
と

実
感
し
ま
し
た
。

　

私
は
春
か
ら
社
会
人
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
分
の
行
動

に
責
任
を
持
ち
、
周
り
の
人
へ
の
感

謝
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
生
き
て
い
き

た
い
で
す
。
そ
し
て
い
つ
か
は
、
自

分
も
誰
か
を
支
え
ら
れ
る
人
間
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
科

　
　
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
で
の
学
び

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス　

１
年

守
山
　
宥
成

一
年
間
を
振
り
返
っ
て

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス　

１
年

中
野
　
未
帆

二
年
間
を
振
り
返
っ
て

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス　

２
年

土
持
　
舞
波

　

私
は
、
人

見
知
り
す
る

性
格
で
入
学

当
初
は
緊
張

も
あ
り
、
授

業
を
受
け
る

教
室
の
場
所
が
分
か
ら
な
く
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
生

方
や
同
級
生
、
先
輩
方
が
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
た
お
か
け
で
二
年
間
安
心

し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
が
特
に
印
象
に
残
っ
た
体
験
は
、

授
業
で
「
か
の
う
㏌
フ
ェ
ス
タ
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
企
画
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
で
す
。
子
ど
も
た

ち
が
喜
ぶ
よ
う
な
か
ご
作
り
体
験
や

お
菓
子
の
掴
み
取
り
を
企
画
し
、
必

要
な
材
料
の
購
入
や
制
作
に
必
至
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
当
日
は
大
勢
の

子
ど
も
た
ち
が
立
ち
寄
っ
て
く
れ

て
、
受
付
や
会
計
、
接
客
な
ど
を
実

践
す
る
こ
と
が
で
き
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
商
品
の
企
画
、
販
売
を

通
し
て
、
販
売
実
践
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
の
経
験
を

仕
事
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
は
、
現

在
町
立
図
書

館
で
働
い
て

い
ま
す
。
本

の
貸
出
し
や

返
却
、
雑
誌

の
登
録
、
本
の
修
理
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
り
、
休
館
や
予
定
し
て

い
た
行
事
を
縮
小
す
る
な
ど
の
様
々

な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
が
、
日
々
職

務
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

短
大
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や

パ
ソ
コ
ン
技
術
、
図
書
館
学
な
ど
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
職
場
で
は
、

利
用
者
の
方
と
接
す
る
だ
け
で
な
く

電
話
対
応
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る

機
会
が
多
々
あ
る
の
で
、
短
大
で
身

に
付
い
た
こ
と
が
大
い
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。
利
用
者
と
接
す
る
中
で
、

ど
う
応
対
す
る
か
な
ど
戸
惑
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
講
義
で
学
ん
だ
こ

と
や
演
習
で
経
験
し
て
き
た
こ
と
を

思
い
出
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

短
大
で
の
２
年
間
は
、
知
識
や
技

術
、
経
験
な
ど
社
会
人
と
し
て
生
き

て
い
く
た
め
に
必
要
な
事
柄
を
学
ん

だ
貴
重
な
時
間
で
し
た
。
２
年
と
い

う
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
だ
と
感
じ

る
と
思
い
ま
す
が
、
様
々
な
こ
と
に

挑
戦
し
て
後
悔
の
な
い
よ
う
に
学
生

生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

門
川
町
立
図
書
館

令
和
元
年
度
卒　

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

長
田
　
彩
奈

卒
業
生
か
ら
の

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ
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年
間
を
振
り
返
っ
て

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス　

２
年

門
之
園
　
聖
加
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短
大
に
入

学
し
て
ま
も

な
く
一
年
が

経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
始

ま
る
大
学
生

活
に
胸
を
躍
ら
せ
て
い
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な
り
と

て
も
残
念
で
し
た
。
友
達
に
も
会
え

ず
、
本
当
の
授
業
の
雰
囲
気
も
分
か

ら
な
か
っ
た
り
授
業
を
受
け
て
い
て

も
受
け
て
い
る
気
に
な
ら
な
か
っ
た

り
と
、
と
て
も
複
雑
な
思
い
で
い
ま

し
た
。
一
番
残
念
だ
っ
た
こ
と
は
春

と
秋
に
あ
る
忍
ヶ
丘
祭
が
中
止
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
友
達

と
楽
し
み
に
し
て
い
た
行
事
だ
っ
た

の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
が
な
け
れ
ば
な

と
、
と
て
も
悔
し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
医
療
の
専
門
授
業
で
は
沢

山
の
専
門
用
語
や
初
め
て
知
る
こ
と

ば
か
り
で
最
初
は
授
業
に
つ
い
て
い

く
の
に
必
死
で
し
た
。
２
月
に
は
医

療
実
習
が
予
定
さ
れ
て
お
り
こ
の
よ

う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
医
療
の
現
場

で
し
っ
か
り
学
ん
で
こ
よ
う
と
思
い

ま
す
。

　

入
学
し
て

短
大
生
活
が

始
ま
り
も
う

す
ぐ
一
年
が

経
と
う
と

し
て
い
ま

す
。
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
も
あ
り
中
々
学

校
に
行
け
な
い
日
々
も
続
き
不
安
で

し
た
。
勉
強
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
友

達
や
先
生
方
と
も
あ
ま
り
交
流
が
な

く
、
短
大
生
活
を
楽
し
ん
で
い
け
る

の
か
心
配
で
し
た
。
そ
し
て
や
っ
と

学
校
に
行
け
る
日
が
き
ま
し
た
。
高

校
と
は
違
い
一
コ
マ
90
分
授
業
で
初

め
の
頃
は
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
授

業
を
受
け
る
の
に
必
死
で
し
た
。

　

し
か
し
今
で
は
、
90
分
の
授
業
に

少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
て
90
分
の
授
業

が
足
り
な
い
ぐ
ら
い
充
実
し
た
日
々

を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は

大
き
く
い
つ
遠
隔
授
業
に
な
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

遠
隔
授
業
で
は
、
分
か
ら
な
い
と

こ
ろ
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
り
、
通
信
環
境
が
悪
く
声
が

聞
き
取
れ
な
か
っ
た
り
す
る
時
も
あ

り
ま
し
た
。
今
は
、
登
校
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
の
で
時
間
を
大
切
に

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

後
期
の
後
半
に
は
初
め
て
の
医
療

期
間
実
習
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
し
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
、
自
分
を
成
長
さ
せ
る

た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

短
大
で
の

学
び
で
大
切

な
こ
と
は
、

学
ん
だ
こ
と

が
身
に
つ
い

て
い
る
の
か

繰
り
返
し
確

か
め
る
こ
と
で
す
。

　

２
年
生
の
授
業
は
１
年
次
に
学
ん

だ
内
容
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
も
の

が
多
く
、
特
に
医
療
機
関
実
習
で
は
、

情
報
処
理
や
医
療
秘
書
領
域
で
の
知

識
を
問
わ
れ
る
場
面
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
繰
り
返
し
知
識
を

問
わ
れ
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
課

題
を
見
つ
け
る
こ
と
や
広
く
視
野
を

広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
入
学
し
た
当

時
は
、
自
分
の
将
来
の
た
め
に
学
ぶ

も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
医
療

に
つ
い
て
の
知
識
は
自
分
の
将
来
の

た
め
だ
け
で
は
な
く
、
困
っ
て
い
る

人
を
見
つ
け
た
ら
率
先
し
て
手
を
差

し
伸
ば
す
こ
と
の
で
き
る
た
め
で
も

あ
る
と
知
り
ま
し
た
。

　

こ
の
二
年
間
で
身
に
つ
い
た
知
識

は
社
会
の
た
め
に
活
か
し
て
い
く
も

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
科

医
療
事
務・医
療
秘
書
コ
ー
ス

医
療
の
学
び
を

振
り
返
っ
て

医
療
事
務・医
療
秘
書
コ
ー
ス　

１
年

後
藤
　
花
琳

一年
間
を
振
り
返
っ
て

医
療
事
務・医
療
秘
書
コ
ー
ス　

１
年

黒
木
　
悠
理

大
学
の
学
び
と
は

医
療
事
務・医
療
秘
書
コ
ー
ス　

2
年

小
汲
　
結
衣

の
で
あ
り
、
本
当
の
力
と
し
て
身
に

つ
い
て
い
る
こ
と
が
大
学
の
学
び
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
医

療
に
つ
い
て

学
ん
だ
時
、

新
し
い
こ
と

を
学
ぶ
喜
び

で
ド
キ
ド
キ

し
て
い
た
の
と
同
時
に
理
解
で
き
る

の
か
な
と
不
安
だ
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。

　

コ
ー
ス
の
専
門
科
目
で
は
、
何
故

学
ぶ
の
か
を
考
え
さ
せ
な
が
ら
学
生

が
理
解
で
き
る
ま
で
先
生
方
は
説
明

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
し
か
し
、

特
に
レ
セ
プ
ト
（
診
療
報
酬
明
細
書
）

は
奥
が
深
く
理
解
す
る
ま
で
が
大
変

で
、
あ
る
程
度
学
ん
だ
今
で
も
医
療

制
度
や
カ
ル
テ
の
読
解
な
ど
充
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
は

実
習
で
実
践
し
て
い
き
ま
す
。
今
年

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
で
学
内
実
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
医
療
機
関
で
の
実
習
と
同

じ
く
、
教
室
で
学
ん
だ
こ
と
を
学
生

が
振
り
返
り
な
が
ら
発
展
的
に
実
施

で
き
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
で
の
学
び
は
、
学
内
、
実

習
を
経
て
就
職
先
の
医
療
現
場
に
繋

が
っ
て
い
る
の
だ
と
理
解
し
て
い
ま

す
。

　

私
が
働
く

上
田
脳
神
経

外
科
は
、
病

床
数
19
床
の

ク
リ
ニ
ッ
ク

で
す
が
、
脳

外
科
手
術
や
リ
ハ
ビ
リ
、
M
R
I
検

査
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

救
急
車
で
搬
送
さ
れ
る
患
者
様
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
、
診
療
時
間
外
で

あ
っ
て
も
受
け
入
れ
を
断
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ス
タ
ッ
フ
は
最
適
な

医
療
の
提
供
を
実
現
し
よ
う
と
日
々

の
業
務
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
私
も

そ
の
一
員
と
し
て
貢
献
で
き
る
よ
う

努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
行
っ
て
い
る
具
体
的
な
業
務

内
容
は
窓
口
業
務
や
会
計
、
電
話

対
応
な
ど
で
す
が
、
患
者
様
の
中
に

は
言
語
障
害
や
聴
覚
障
害
の
方
も
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
に
合
っ
た
対
応

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
就

職
し
て
半
年
ほ
ど
経
っ
て
も
知
ら
な

い
こ
と
は
多
く
、
特
に
、
レ
セ
プ
ト

点
検
で
は
、
薬
の
名
前
や
病
名
を
暗

記
し
て
い
な
い
と
作
業
が
円
滑
に
進

ま
な
い
た
め
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
が
必

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

短
大
で
は
同
じ
夢
を
持
つ
仲
間
や

親
身
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
先
生
方
と

出
会
う
こ
と
が
で
き
、本
当
に
良
か
っ

た
で
す
。
こ
の
出
会
い
は
、
こ
れ
か

ら
も
っ
と
成
長
す
る
た
め
に
努
力
す

る
、
私
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ー
ス
で
の
学
び

医
療
事
務・医
療
秘
書
コ
ー
ス　

２
年

田
吉
　
夏
夕

上
田
脳
神
経
外
科

令
和
元
年
度
卒

医
療
事
務・医
療
秘
書
コ
ー
ス

保
明
　
香
央
莉

卒
業
生
か
ら
の

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ
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近
年
、
私
た
ち
の
身
の

回
り
で
は
大
き
な
自
然
災

害
や
見
通
し
の
た
た
な
い

感
染
症
な
ど
、
未
曾
有
の

出
来
事
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
特
に
、
健

康
的
な
暮
ら
し
や
備
え
の
重
要
性
を
知
る
年
と
な

り
、
周
囲
の
人
々
と
の
助
け
合
い
や
繋
が
り
が
、

塞
ぎ
が
ち
な
心
を
折
に
ふ
れ
前
向
き
に
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
毎
日
の
よ
う
に
医
療
や
福
祉
の

現
状
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
で
、
最
前

線
で
活
躍
さ
れ
る
方
々
の
緊
張
感
を
身
近
に
感

じ
、
心
か
ら
の
敬
意
を
抱
く
日
々
で
す
。

　

本
学
専
攻
科
は
、
保
育
科
卒
業
後
一
年
間
の
履

修
で
、
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
の
受
験
資
格
が
得

ら
れ
ま
す
。
実
習
で
は
多
く
の
高
齢
者
施
設
に
お

世
話
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
い
生
活
様
式
と
厳
し

い
行
動
制
限
が
長
期
に
わ
た
り
、
計
り
知
れ
な
い

ご
苦
労
が
推
察
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、

「
後
進
育
成
の
た
め
に
」
と
受
入
に
ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
こ
と
が
大
変
あ
り
が
た
く
、
深
く
感
謝
し

て
い
ま
す
。
今
後
少
し
で
も
感
染
の
危
機
が
収
ま

る
と
同
時
に
、
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
福
祉
社
会
の

弱
点
が
和
ら
ぐ
こ
と
を
願
い
、
養
成
校
と
し
て
の

使
命
を
さ
ら
に
強
く
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

学
内
に
お
い
て
は
、
学
び
の
質
を
保
ち
な
が
ら

学
生
の
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
で
の
遠
隔
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
経
験

の
な
い
教
育
方
法
で
し
た
が
、
可
能
性
の
広
が
り

を
実
感
し
ま
し
た
し
、
改
め
て
対
面
授
業
の
良
さ

も
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
登
学
が
可
能
と
な
っ
た

際
に
は
学
生
の
意
識
に
も
変
化
が
起
き
て
お
り
、

ロ
ー
ル
プ
レ
ー
イ
ン
グ
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
等
で
は
熱

心
な
取
り
組
み
や
他
者
理
解
に
よ
る
団
結
力
の
芽

生
え
が
あ
り
ま
し
た
。
現
状
に
翻
弄
し
な
が
ら
も
、

根
拠
に
基
づ
い
た
技
術
力
や
判
断
力
の
育
成
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
確
信
で
き
、
個
性
あ
る
一

人
ひ
と
り
の
輝
き
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
学
生
は
目
標
に
向
か
っ
て
逞
し

く
成
長
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
保
育
科
で
取
得
し

た
多
く
の
資
格
（
保
育
士
、
幼
稚
園
免
許
、
社
会

福
祉
主
事
任
用
資
格
、
選
択
に
よ
っ
て
音
楽
療
法

士
・
こ
ど
も
音
楽
療
育
士
）
に
介
護
福
祉
士
を
加

え
、
高
齢
者
施
設
は
勿
論
の
こ
と
医
療
的
ケ
ア
児

対
応
の
保
育
園
や
障
が
い
児
子
育
て
支
援
な
ど
、

時
代
の
流
れ
や
多
様
な
ケ
ー
ス
に
も
対
応
で
き
る

専
門
職
と
し
て
社
会
で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
中
核

的
存
在
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
、
質
の
高

い
人
材
育
成
お
よ
び
教
育
活
動
、
な
ら
び
に
介
護

福
祉
士
国
家
試
験
の
全
員
合
格
を
目
指
し
ま
す
。

　

専
攻
科
入
学
直
後
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
拡
大
し
、
不
規
則
な

登
学
や
遠
隔
授
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。
一
年
間
の
限

ら
れ
た
時
間
と
先
の
見
え

な
い
不
安
定
な
生
活
の
中
で
、
専
攻
科
の
修
了
や

国
家
試
験
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
焦
り
が
日
ご

と
に
増
し
て
い
き
ま
し
た
。
私
は
、
ア
パ
ー
ト
で

の
一
人
暮
ら
し
の
た
め
気
分
転
換
も
で
き
ず
、
積

も
る
不
安
に
入
学
を
後
悔
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
徐
々
に
県
内
の
感
染
状
況
が
落
ち
着

き
対
面
授
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
学
友
と

励
ま
し
あ
い
な
が
ら
一
緒
に
勉
強
で
き
る
喜
び
を

味
わ
い
ま
し
た
。
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
遅
れ

を
取
り
戻
す
よ
う
に
先
生
方
が
一
人
ひ
と
り
に
気

配
り
し
、
声
か
け
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
中
止
に
な
っ
た
実
習
に
対
し
て
も
あ
ら
ゆ
る

手
段
で
準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
、
頑
張
ろ

う
と
い
う
気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
知
識
を
結
び
つ
け
る
こ
と

で
不
安
が
薄
れ
、
分
か
っ
た
時
の
喜
び
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
は
、
通
常
通
り
の
授
業
が
で
き
る
よ
う
に
な

専
攻
科（
福
祉
専
攻
）

専
攻
科（
福
祉
専
攻
）　

主
任

桑
迫
　
信
子

目
標
に
挑
戦
す
る
専
攻
科
、

入
学
し
て
良
か
っ
た

専
攻
科
（
福
祉
専
攻
）

山
下
　
彩
奈

り
、
学
友
同
士
で
教
え
あ
っ
た
り
先
生
に
聞
い
た

り
し
て
、
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
今
で
も
焦

り
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
の
頃
の
よ
う
な
先
の
見
え

な
い
不
安
で
は
な
く
、
目
標
に
挑
戦
す
る
緊
張
感

で
す
。
国
家
試
験
に
全
員
で
合
格
で
き
る
よ
う
、

自
分
の
弱
点
を
見
つ
け
丁
寧
に
取
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
残
り
の
時
間
を
大
切

に
し
、
最
後
は
皆
と
笑
顔
で
卒
業
し
た
い
で
す
。

　

専
攻
科
へ
入
学
し
た

頃
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
新

し
い
生
活
や
授
業
な
ど
の

見
通
し
が
た
た
ず
、
と
て

も
不
安
な
日
々
で
し
た
。

今
思
う
と
、
遠
隔
授
業
で
使
う
ま
と
ま
っ
た
プ
リ

ン
ト
や
課
題
の
山
が
一
気
に
押
し
寄
せ
、
感
染
対

策
や
学
習
内
容
な
ど
全
て
を
受
け
止
め
き
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
生
活
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
っ
た
中
、

そ
れ
を
黙
々
と
一
人
暮
ら
し
の
部
屋
で
や
っ
た
の

が
苦
い
思
い
出
で
す
。

　

学
校
が
再
開
し
、
授
業
や
演
習
で
少
し
ず
つ
基

本
的
知
識
や
技
術
を
学
び
ま
し
た
。
実
習
に
も

な
か
な
か
行
け
な
い
状
況
で
し
た
が
、
そ
の
後
よ

う
や
く
実
習
で
き
た
施
設
で
実
際
の
介
護
を
見
学

し
、
優
し
い
言
葉
か
け
や
楽
し
そ
う
な
表
情
に
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
実
習
生
と
し
て
直

接
会
話
し
な
が
ら
介
護
を
実
施
で
き
る
こ
と
の
喜

び
は
と
て
も
大
き
か
っ
た
で
す
。
特
に
、
認
知
症

の
方
が
自
分
の
こ
と
を
覚
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

や
、
笑
顔
が
見
ら
れ
た
時
に
は
、
専
攻
科
に
入
学

し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
辛
さ
が
一
気
に
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
生
活
費
の
た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な

が
ら
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
感
染
症
対
策
の
た

め
ア
ル
バ
イ
ト
を
自
粛
し
た
り
、
学
業
と
の
両
立

の
た
め
に
色
々
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

経
験
や
学
び
は
、
今
後
の
人
生
に
お
い
て
決
し
て

無
駄
に
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
１
月
の

国
家
試
験
は
必
ず
合
格
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。

　

昨
年
度
専
攻
科
を
修
了

し
、
４
月
か
ら
宮
崎
江
南

病
院
付
属
介
護
老
人
保
健

施
設
で
介
護
福
祉
士
と
し

て
働
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
約
半
年
間
、
利

用
者
様
の
食
事
や
入
浴
な
ど
身
の
回
り
の
介
助
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
な
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
利
用
者
様
の
笑
顔
を
見
る

こ
と
に
喜
び
を
感
じ
、
職
場
の
先
輩
方
に
支
え
ら

れ
、
毎
日
新
し
い
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

就
職
し
て
す
ぐ
の
頃
は
、
利
用
者
様
と
の
関
わ

り
方
や
、
身
体
状
況
に
応
じ
た
対
応
が
難
し
く
、

悩
む
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
介
護
の
仕
事
に

は
正
解
が
な
い
た
め
、
日
々
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

困
っ
た
時
に
は
先
輩
方
に
相
談
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
介
助
が
提
供
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
仕
事
で
心
が
け
て
い
る
の
は
、
相
手
に
与

え
る
影
響
を
考
え
行
動
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、

建
学
の
精
神
で
あ
る
「
礼
節
と
勤
労
」
や
、
専
攻

科
で
学
ん
だ
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
」
が

基
礎
と
な
り
、
社
会
に
出
て
か
ら
役
割
に
対
す
る

責
任
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
痛
感

し
て
い
る
か
ら
で
す
。
対
人
援
助
職
者
と
し
て
、

相
手
の
こ
と
を
知
り
自
分
の
こ
と
も
知
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
関
係
性
を
築
い
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
に
寄
り
添
い
心
の
こ
も
っ
た
ケ
ア

を
提
供
し
、
利
用
者
様
や
ご
家
族
、
職
員
の
方
か

ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
介
護
福
祉
士
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。
介
護
福
祉
士
は
人
の
優
し
さ
や
温
か

さ
を
直
接
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
自
身
も
成

長
で
き
る
と
て
も
素
敵
な
職
業
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
己
研
鑽
し
多
職
種
と
連
携
し
な

が
ら
、
利
用
者
様
が
毎
日
安
心
し
て
楽
し
く
過
ご

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
目
標
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
崎
江
南
病
院
付
属
介
護
老
人
保
健
施
設

（
令
和
元
年
度
３
月
専
攻
科
修
了
）蒲生

　
捺
美

困
惑
の
自
粛
生
活
と
遠
隔
授
業
、

よ
う
や
く
実
現
し
た

感
動
の
介
護
実
習

専
攻
科
（
福
祉
専
攻
）

宮
永
　
樹
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こ
ど
も
音
楽
教
育
セ
ン
タ
ー 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

後
藤
　
祐
子

　

宮
崎
学
園
短
期
大
学
こ
ど
も
音
楽

教
育
セ
ン
タ
ー
は
、平
成
3
年
に
「
母

と
子
ど
も
の
た
め
の
音
楽
研
究
所
」

と
し
て
誕
生
し
、
今
年
度
30
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、

音
や
音
楽
で
五
感
に
働
き
か
け
な
が

ら
、
人
の
発
達
を
促
し
て
い
く
こ
と

を
柱
に
し
て
お
り
、
障
が
い
の
あ
る
、

な
い
に
関
わ
ら
ず
、
対
象
者
が
よ
り

自
分
ら
し
い
表
現
・
自
分
ら
し
い
音

楽
を
創
り
上
げ
る
こ
と
を
目
指
し
セ

ラ
ピ
ー
や
レ
ッ
ス
ン
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
は
、
2
歳
～
成
人
の
方
ま
で

約
百
名
の
方
々
が
通
っ
て
お
り
、
八

名
の
ス
タ
ッ
フ
が
レ
ッ
ス
ン
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
セ

ラ
ピ
ー
コ
ー
ス
で
は
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

セ
ラ
ピ
ス
ト
が
、
対
象
の
方
々
に
合

わ
せ
て
、
多
様
な
感
覚
を
使
っ
た
音

や
音
楽
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
、

心
身
の
発
達
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
乳
幼
児
対
象
の
音
遊
び

で
は
、
い
ろ
ん
な
感
覚
を
使
っ
て
音

や
音
楽
を
体
験
す
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
音
や
音
楽
に
合
わ
せ

て
動
い
た
り
、
季
節
な
ら
で
は
の
遊

び
を
音
と
一
緒
に
体
験
し
た
り
と
楽

し
く
遊
び
な
が
ら
身
体
い
っ
ぱ
い
に

音
や
音
楽
を
体
験
し
、
一
人
ひ
と
り

が
表
現
す
る
楽
し
さ
を
感
じ
、
創
造

的
な
遊
び
の
体
験
の
場
と
な
る
よ
う

レ
ッ
ス
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
児
童
・
成
人
の
方
々
の
レ
ッ
ス

ン
で
は
、
多
様
な
楽
器
を
用
い
て
楽

器
を
演
奏
し
た
り
、
他
者
と
一
緒
に

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
し
た
り
す
る
中
で
、

個
々
の
音
楽
力
を
高
め
な
が
ら
、
い

ろ
ん
な
人
と
音
や
音
楽
で
交
流
し
音

楽
を
創
っ
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
対
象
に
よ
っ
て
目
的

や
内
容
は
様
々
で
す
が
、
音
楽
を
通

し
て
セ
ン
タ
ー
に
通
う
方
々
が
、
よ

り
自
分
ら
し
く
柔
軟
に
生
き
て
い
く

力
を
つ
け
て
欲
し
い
と
願
い
日
々

レ
ッ
ス
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
昨

年
度
の
3
月
に
毎
年
行
う
「
ス
プ
リ

ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
中
止
と
な

り
、
レ
ッ
ス
ン
も
年
度
の
初
め
数
ヶ

月
間
休
止
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
セ
ン
タ
ー
に
通

う
皆
さ
ま
と
も
会
え
な
い
時
間
が
過

ぎ
て
い
く
中
で
、
な
ん
と
か
繋
が
り

を
持
ち
た
い
と
い
う
セ
ラ
ピ
ス
ト
た

ち
の
思
い
か
ら
、
映
像
で
の
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
・
レ
タ
ー
配
信
を
行
い
ま
し

た
。
映
像
を
観
な
が
ら
遊
べ
る
も
の
、

簡
単
な
リ
ズ
ム
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や
一

緒
に
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
で
き
る
曲

の
演
奏
等
々
、
対
象
の
方
に
合
わ
せ

た
内
容
も
考
え
、
小
さ
な
こ
と
か
ら

で
し
た
が
、
配
信
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
在
籍
の
方
々
（
保
護
者

も
含
め
て
）
に
た
い
へ
ん
喜
ん
で
い

た
だ
け
て
、
や
は
り
音
楽
で
人
は
繋

が
れ
る
の
だ
と
音
楽
の
力
を
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
人
と
人
の
繋
が

り
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
音
楽
で
人
の
役
に
立

つ
こ
と
の
で
き
る
「
こ
ど
も
音
楽
教

育
セ
ン
タ
ー
」
で
あ
り
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
セ
ン
タ
ー
は
、
本
学
保

育
科
で
養
成
し
て
い
る
「
こ
ど
も
音

楽
療
育
士
」「
音
楽
療
法
士
（
２
種
）」

の
実
習
施
設
と
し
て
の
役
割
も
担
っ

て
お
り
、
学
生
も
一
緒
に
セ
ラ
ピ
ー

や
レ
ッ
ス
ン
に
参
加
し
、
対
象
者
と

触
れ
合
い
な
が
ら
学
び
を
深
め
る
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
発
達
に
遅
れ
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
や
、

心
身
に
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
々

と
の
音
楽
を
通
し
て
の
関
わ
り
の
中

で
、
学
生
が
た
く
さ
ん
の
気
付
き
を

得
て
、
成
長
し
て
い
く
姿
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
も
大
き
な
喜
び
で

す
。

【
教
員
免
許
更
新
制
に
つ
い
て
】

　

教
員
免
許
更
新
制
は
、
平
成
21
年

4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ

の
時
々
で
教
員
と
し
て
必
要
な
資
質

能
力
が
保
持
さ
れ
る
よ
う
、
定
期
的

に
最
新
の
知
識
技
能
を
身
に
付
け
る

こ
と
で
、教
員
が
自
信
と
誇
り
を
持
っ

て
教
壇
に
立
ち
、
社
会
の
尊
敬
と
信

頼
を
得
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

原
則
的
に
、有
効
期
間
満
了
日
（
修

了
確
認
期
限
）
の
2
年
2
カ
月
か
ら

2
カ
月
前
ま
で
の
2
年
間
に
、
大
学

な
ど
が
開
設
す
る
30
時
間
以
上
の
免

許
状
更
新
講
習
を
受
講
・
修
了
し
た

後
、
免
許
管
理
者
（
都
道
府
県
教
育

委
員
会
）
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、有
効
期
間
の
延
長
（
修

了
確
認
期
限
の
延
期
）
が
可
能
な
理

由
に
該
当
す
る
場
合
や
講
習
の
免
除

対
象
者
に
該
当
す
る
場
合
に
も
、
そ

の
た
め
に
必
要
な
申
請
な
ど
の
手
続

き
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

期
限
ま
で
に
更
新
し
な
い
と
、
免

許
状
は
失
効
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

文
部
科
学
省
、
宮
崎
県
等
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

【
本
学
の
更
新
講
習
に
つ
い
て
】

　

宮
崎
学
園
短
期
大
学
で
は
、
毎
年
幼

稚
園
教
諭
の
教
員
免
許
状
更
新
講
習

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
年

度
の
講
習
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
開
講
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

来
年
度
の
講
習
は
、
8
月
下
旬
実

施
の
予
定
で
す
。
今
回
は
、
皆
様
の

強
い
ご
要
望
に
お
応
え
し
て
、
30
時

間
の
講
習
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

必
修
領
域
6
時
間
、
選
択
必
修
領
域

6
時
間
、
選
択
領
域
3
講
座
各
6
時

間
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
本
学
の
更
新

講
習
だ
け
で
、
更
新
に
必
要
な
30
時

間
を
満
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
対
策
を
と
り
な
が
ら
実
施
し
ま

す
の
で
、
受
講
者
数
を
限
ら
せ
て
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
理
解
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
詳

細
は
決
定
次
第
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
免
許
状
の
更
新
に
必
要
な

時
間
に
は
、
複
数
大
学
の
講
習
を
組

み
合
わ
せ
る
等
の
方
法
が
可
能
で
す
。

通
信
制
の
講
習
等
の
情
報
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
都
合
に
合
わ
せ
た
受

講
を
お
勧
め
し
ま
す
。

 

教
員
免
許
状
更
新
講
習

  

教
務
部
長
　
　 

原
田
　
真
理
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令
和
元
年
度
の
終
わ
り
こ
ろ
か
ら

社
会
を
揺
る
が
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
、
本
学
学
友
会
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
令
和
元
年

度
の
卒
業
式
は
式
典
を
中
止
し
、
変

則
的
な
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
例
年
、

卒
業
式
の
あ
と
に
は
謝
恩
会
が
実
施

さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
も
中
止
、
引
き

続
き
、
令
和
2
年
度
の
春
の
忍
ヶ
丘

祭
も
、「
三
密
」
を
避
け
ら
れ
な
い

と
し
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
対
面
授
業
は
再
開
さ
れ
ま
し
た

が
、
第
二
波
の
到
来
に
よ
り
不
特
定

多
数
の
参
加
が
見
込
ま
れ
る
、
秋
の

忍
ヶ
丘
祭
も
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

学
生
生
活
を
よ
り
充
実
し
た
も
の

と
す
る
た
め
、
具
体
的
に
は
、
春
と

秋
の
忍
ヶ
丘
祭
な
ど
を
通
じ
て
、
学

友
と
の
交
流
を
深
め
、
学
生
時
代
の

思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
学
友
会
活
動
を
企
画
し
て

き
ま
し
た
。
本
学
の
保
育
科
、
現
代

ビ
ジ
ネ
ス
科
、
専
攻
科
は
ど
の
学
科

も
学
外
実
習
が
あ
る
た
め
、
感
染
対

策
が
一
層
重
要
と
な
り
ま
す
。
全
学

生
が
そ
ろ
う
時
期
が
限
ら
れ
て
い
る

上
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
徹
底
す
る
中

で
の
活
動
を
新
た
に
企
画
す
る
こ
と

に
現
在
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
大
変
困
難
な
こ
と
に
思
え
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
条
件
の
中
、

学
生
た
ち
は
、
日
々
の
学
生
生
活
の

中
で
勉
学
だ
け
で
は
な
い
充
実
感
や

学
生
時
代
思
い
出
を
作
れ
て
い
る
だ

ろ
う
か
、
と
学
生
の
表
情
を
見
て
い

ま
す
。
特
に
一
年
生
は
入
学
当
初
か

ら
遠
隔
授
業
と
な
り
ま
し
た
。
い
ち

早
く
対
面
授
業
を
開
始
し
、
一
部
の

学
外
実
習
も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
二
度
の
遠
隔
授
業
期
間
を

経
験
し
た
学
生
の
表
情
は
、
思
っ
た

以
上
に
明
る
く
、
勉
学
だ
け
で
な
く

学
生
生
活
に
も
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
課
題
も
多
く
抱

え
て
い
ま
す
。
い
た
だ
い
て
い
る
貴

重
な
学
友
会
費
の
扱
い
に
加
え
、
な

に
よ
り
、
二
年
課
程
で
あ
る
本
学
に

お
い
て
は
、
春
・
秋
の
忍
ヶ
丘
祭
を

現
一
年
生
が
体
験
し
て
い
な
い
な
か

で
、
令
和
3
年
度
の
学
友
会
活
動
を

企
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

最
大
の
課
題
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

形
に
残
る
活
動
は
あ
ま
り
で
き
て

い
ま
せ
ん
が
、
色
々
と
考
え
試
行
錯

誤
し
、
そ
し
て
、
今
ま
で
あ
っ
た
こ

と
が
当
た
り
前
に
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
令
和

2
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
2
年
6
月
か
ら
Ｉ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
長
を
務
め
、
10
月
よ
り
保
育
科

の
情
報
処
理
概
論
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
以
前
は
宮
崎
大
学
に
勤
務
し
、

名
誉
教
授
の
称
号
を
頂
き
ま
し
た
。

研
究
は
、
主
に
人
間
工
学
分
野
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
開
発
や
脳
波
･
筋
電
･

心
拍
数
等
に
よ
る
人
体
負
荷
解
析
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、「
大

学
の
経
営
改
善
や
学
生
支
援
、
な
ら

び
に
教
育
の
質
保
障
の
た
め
に
、
学

内
デ
ー
タ
を
収
集
・
解
析
し
、
改
善

策
の
提
案
と
施
策
の
検
証
を
行
な
う

な
ど
大
学
の
意
思
決
定
の
支
援
を
す

る
」
こ
と
で
す
。
本
学
で
は
、
3
Ｐ

（
D
P
/
C
P
/
A
P
）
が
策
定
さ

れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
教
育
の
展
開
・

評
価
・
改
善
へ
の
取
り
組
み
が
毎
年

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

は
、
他
の
部
局
と
連
携
し
て
学
内

新
教
職
員
紹
介

　
一
年
間
の
、学
友
会
の
取
り
組
み

令
和
2
年
度
学
友
会
執
行
部
員

教
育
の
質
保
障

御手洗　正文
保育科

デ
ー
タ
の
可
視
化
と
分
析
を
進
め
、

学
生
さ
ん
が
建
学
の
精
神
と
優
れ
た

専
門
的
資
質
を
修
得
し
て
巣
立
つ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

令
和
２
年
度
よ
り
、
現
代
ビ
ジ
ネ

ス
科
の
学
生
を
中
心
に
授
業
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
鶴
田
雄
一
と
申

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
度
ま
で
は
、
県
立
高
校
に
勤

務
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
私
が
担
当

す
る
多
く
の
科
目
で
は
、
教
科
書
を

使
用
せ
ず
手
作
り
教
材
で
授
業
を
展

開
す
る
こ
と
に
正
直
不
安
も
あ
り
ま

し
た
。
で
も
、
本
学
の
明
る
い
学
生

の
皆
さ
ん
の
お
陰
で
何
と
か
や
れ
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
り
、
社
会
は
先
行
き
不

透
明
で
今
後
も
ま
す
ま
す
混
沌
と
し

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
答
え
の
な
い
社
会
だ
か

ら
こ
そ
挑
戦
す
る
価
値
が
あ
り
、
生

き
抜
く
本
物
の
力
が
必
要
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。
学
生
た
ち
が
高
み
を
掴
め

る
よ
う
、
私
自
身
、
今
後
と
も
さ
ら

に
研
究
を
深
め
、
真
に
力
の
つ
く
授

業
の
創
造
に
向
け
て
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
共
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

本
年
度
よ
り
、
保
育
科
講
師
と
し

て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
標
題
の
「
気
付
き
、
考
え
、

行
動
す
る
」
と
い
う
言
葉
は
、
昨
年

度
ま
で
勤
め
て
い
た
小
学
校
の
教
育

目
標
で
、
加
盟
し
て
い
た
青
少
年
赤

十
字
の
行
動
目
標
か
ら
引
用
し
た
も

の
で
す
。
自
分
の
周
り
に
い
る
他
者

に
ま
で
思
い
を
馳
せ
、
そ
の
人
に
困

り
感
な
ど
が
あ
れ
ば
感
じ
取
り
、
そ

の
解
消
の
た
め
に
進
ん
で
行
動
す
る

子
ど
も
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い

か
ら
学
校
の
教
育
目
標
に
据
え
た
も

の
で
す
。
本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ

る
「
礼
節
・
勤
労
」
も
、
ま
さ
に
こ

の
精
神
に
合
致
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

最
近
良
く
耳
に
す
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
：

持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
も
そ
の
根

底
に
あ
る
も
の
は
「
気
付
き
、
考
え
、

行
動
す
る
」
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
将
来
保
育
者

と
し
て
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
支
え
て
い
く
保
育
科
の
学
生
に

身
に
付
け
て
ほ
し
い
資
質
で
す
。
そ

の
た
め
に
微
力
で
す
が
老
体
に
鞭
打

ち
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

38
年
間
の
教
職
生
活
を
終
え
、
宮

崎
市
立
小
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
一
年
間
務
め
た
後
、
本

年
度
か
ら
本
学
に
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
学
生
の
名
前
を
覚
え
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
翌
日
に

授
業
の
あ
る
ク
ラ
ス
の
学
生
の
名
前

を
、
毎
晩
、
ノ
ー
ト
に
書
い
て
覚
え

る
よ
う
に
し
、
約
４
週
間
続
け
た
こ

ろ
に
関
係
学
生
約
１
８
０
名
の
顔
と

名
前
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
授
業
に
お
い
て
は
毎
時
間
、
時

を
守
ら
せ
、「
語
先
後
礼
」
の
挨
拶

が
全
員
そ
ろ
っ
て
か
ら
授
業
を
始
め

ま
し
た
。
授
業
中
の
学
生
の
笑
顔
の

向
こ
う
側
に
は
明
る
い
未
来
が
待
っ

て
い
る
こ
と
を
信
じ
、「
語
先
後
礼
」

の
挨
拶
で
授
業
を
終
え
ま
し
た
。
授

業
後
は
学
生
が
毎
時
間
、
授
業
の
振

り
返
り
な
ど
を
記
録
す
る
学
習
ノ
ー

ト
に
目
を
通
し
、
一
人
一
人
に
会
話

代
わ
り
に
コ
メ
ン
ト
を
書
き
込
む
と

と
も
に
授
業
改
善
に
生
か
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
、
学
生
と
の
出
会
い
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
「
教
育
は
、
偶

然
の
出
会
い
を
必
然
に
す
る
営
み
で

あ
る
」
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
学
生

と
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、

私
自
身
「
教
え
ら
れ
育
て
ら
れ
て
い

く
存
在
」
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

明
る
い
声
が
響
き
合
う
笑
顔
い
っ
ぱ

い
の
学
生
で
溢
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
を

思
い
描
き
な
が
ら
、
日
々
精
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
気
付
き
、考
え
、行
動
す
る
」

保
育
者
に

南中道　隆
保育科

共
に

こ
の
一
年

鶴田　雄一
現代ビジネス科

安藤　三紀夫
保育科
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令
和
２
年
４
月
よ
り
保
育
科
の
講

師
と
し
て
勤
務
し
、
２
年
B
ク
ラ

ス
の
学
級
主
任
を
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
特
別
支
援
学
校
や
小
・
中
・

高
等
学
校
で
特
別
支
援
の
巡
回
相
談

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
保

育
科
と
い
う
新
し
い
環
境
で
、
初

め
て
経
験
す
る
こ
と
が
多
く
戸
惑
い

が
ち
で
す
。
し
か
し
、
元
気
で
優
し

い
学
生
や
教
職
員
の
方
々
に
助
け
ら

れ
、
後
期
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
講
義
で
は
特
別
支
援
教
育

の
Ⅰ
を
一
年
生
、
Ⅱ
を
二
年
生
で
担

当
し
て
い
ま
す
。
最
近
、
保
育
園
や

幼
稚
園
で
、
気
に
な
る
子
ど
も
が
増

え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

今
後
は
特
別
支
援
教
育
が
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
核
と
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、特
別
支
援
教
育
の
「
現

場
で
役
立
つ
知
識
の
あ
る
学
生
」「
園

の
中
で
新
し
い
情
報
の
発
信
者
と
な

れ
る
学
生
」
を
育
て
ら
れ
た
ら
…
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
4
月
よ
り
保
育
科
の
教

員
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
担
当

科
目
は
「
人
間
の
研
究
Ⅰ
ａ
（
礼
節
）」

「
人
間
の
研
究
Ⅰ
ｂ
（
礼
節
）」「
保

育
実
習
指
導
Ⅰ
・
Ⅱ
」
で
す
。
ま
た
、

保
育
科
1
年
Ｆ
―
１
ク
ラ
ス
の
学
級

主
任
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
「
礼
節
」
の
精
神
で
は
自
他
の
人

間
性
を
尊
重
し
、
自
ら
を
律
し
、
他

者
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
今
な
す
べ
き

こ
と
、
他
者
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
何
で
あ
る
か
を
想
像
し
、
自

ら
考
え
行
動
す
る
力
を
つ
け
る
こ
と

で
す
。
授
業
に
お
い
て
は
日
常
生
活

や
公
の
場
で
の
人
と
人
と
の
関
わ
り

方
、
T
P
O
に
応
じ
た
立
ち
居
振
る

舞
い
や
言
葉
遣
い
、
も
て
な
し
の
心

な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
、
実
践
を
通
し
て
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
４
月
よ
り
、
宮
崎
学
園

短
期
大
学
総
務
課
に
所
属
と
な
り
ま

し
た
ス
タ
ン
リ
ー
美
奈
子
と
申
し
ま

す
。
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
自
宅
待

機
や
分
散
登
学
と
い
う
形
で
学
期
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
対
面
授
業
が

再
開
さ
れ
る
と
、
学
生
さ
ん
の
明
る

い
挨
拶
と
笑
い
声
が
ま
た
学
び
舎
に

戻
り
、
新
た
な
形
で
日
常
を
送
れ
る

こ
と
を
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
が
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
総
務
課
の
仕
事
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
安
心
し
て
有
意
義
な
学
生
生

活
を
送
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
が
重
要
な
任
務
で
す
。
必
要
な
知

識
の
修
得
や
社
会
に
出
る
準
備
を
す

る
の
に
二
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
だ

と
思
い
ま
す
。
失
敗
を
恐
れ
ず
、色
々

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
モ
ッ

ト
ー
はN

o pain, no gain

で
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
ま
ず
始
め
に
、
私

の
経
歴
紹
介
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
は
農
家
の
長
男
と
し
て
昭
和

33
年
に
生
を
受
け
ま
し
た
。
宮
崎
農

業
高
校
を
卒
業
し
、
家
業
を
継
ぐ
か

自
分
の
し
た
い
こ
と
を
す
る
か
悩
み

ま
し
た
が
、
自
動
車
整
備
士
に
な
る

と
い
う
夢
に
向
か
っ
て
就
職
し
ま
し

た
。
色
々
大
変
な
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
が
、
気
が
付
け
ば
30
年

と
い
う
月
日
が
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。

　

一
度
き
り
の
人
生
と
思
い
、
今
度

は
大
型
バ
ス
の
運
転
手
に
な
り
ま
し

た
。
学
生
の
皆
さ
ん
も
一
度
は
私
の

運
転
す
る
宮
交
バ
ス
に
乗
っ
た
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

一
昨
年
12
月
に
定
年
を
迎
え
て
、

昨
年
4
月
よ
り
当
短
期
大
学
で
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転
手
を
し
て
い
ま

す
。
今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
学

生
の
皆
さ
ん
が
楽
し
い
大
学
生
活
を

送
れ
る
よ
う
手
助
け
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

感
性
を
育
む
明
教
庵

人
生
は
チ
ャ
レ
ン
ジ

失
敗
を
恐
れ
ず
に
！

新
し
い
情
報
の
発
信
者
へ

山本　優子
保育科

阿萬　和弘
総務課技術員

スタンリー美奈子
総務課

松田　昭憲
保育科

令和2年度 就職状況中間報告
就職・進学支援課（令和3年3月1日現在）

業　種 保育科 現代ビジネス科 専攻科 合　計

建 設 業 3 3

製 造 業 2 2

情 報 通 信 業 3 3

運 輸 業

卸 売 ・ 小 売 業 5 5

金 融 ・ 保 険 業 1 　1

不 動 産 業

サ ー ビ ス 業 4 1 　5

宿 泊 ・ 飲 食 業 　

生活関連サービス業

教 育・学 習 支 援 業
（ 幼 稚 園 ） 12 2 14

医療・福祉（保育園） 130 11 23 164

複合サービス事業

公 務 員 1 1

専 攻 科 25 25

他 進 学 1 1

合 　 　 計 172 29 23 224

業
種
別
就
職
内
定
者
数

令
和
2
年
度
卒
業
生

就
職
先
一
覧

令
和
3
年
3
月
1
日
現
在

建
設
業 	

宮
崎
工
設
、
エ
ス
・
ケ
イ
・
ジ
ー
、

サ
ン
エ
ク

	

製
造
業

ハ
ニ
ー
、
日
伸
洗
車
機	

情
報
通
信
業 

キ
ャ
デ
ッ
ク
、
国
際
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、

ス
カ
ラ

卸
売
・
小
売
業

宮
崎
山
形
屋
、
マ
ル
イ
チ
、
テ
ヅ

カ
、
都
城
ヤ
ク
ル
ト
販
売
、
ビ
ュ
ー

フ
ィ
ー
ル
ド
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
モ

リ医
療	

宮
崎
生
協
病
院
、
宮
崎
中
央
眼
科
病

院
、
ま
つ
ば
し
川
野
整
形
外
科
、
高

宮
病
院
、
千
代
田
病
院
、
佐
藤
小
児

科
、
な
つ
み
小
児
科
、
い
ま
い
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
柏
厚
生
総
合
病
院
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金
融 	

宮
崎
太
陽
銀
行

教
育 

学
校
法
人
宮
崎
学
園
（
事
務
）、
学

校
法
人
天
竜
学
園
（
事
務
）

サ
ー
ビ
ス	

	

植
松
商
事
、
メ
ル
ヘ
ン
ス
ポ
ー
ツ
、

エ
バ
ー
ラ
イ
フ
、
ヘ
ア
ー
メ
イ
ク
エ

イ
ト	

幼
稚
園 		

木
花
幼
稚
園
、
宮
崎
至
慶
幼
稚
園
、

あ
お
ぞ
ら
幼
稚
園
、
第
二
和
光
幼
稚

園
、
育
英
幼
稚
園
、
城
山
幼
稚
園
、

一
つ
岡
幼
稚
園
、
学
校
法
人
昭
和
学

園
、
さ
く
ら
幼
稚
園
、
都
城
聖
ド
ミ

ニ
コ
学
園
幼
稚
園

認
定
こ
ど
も
園 	

宮
崎
学
園
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
、

学
校
法
人
天
竜
学
園
、
学
校
法
人
富

高
学
園
、
住
吉
幼
稚
園
、
高
鍋
カ
ト

リ
ッ
ク
聖
母
幼
稚
園
、
あ
お
し
ま
幼

稚
園
、
西
都
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
、

光
が
丘
幼
稚
園
、
木
の
花
幼
稚
園
、

西
都
ふ
た
ば
幼
稚
園
、
ひ
ろ
せ
幼
稚

園
、
あ
が
た
幼
稚
園
、
に
ち
な
ん
幼

稚
園
、
南
宮
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
、

日
南･

飫
肥
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
、

清
武
社
会
福
祉
会
、
都
城
社
会
福
祉

協
議
会
、
認
定
こ
ど
も
園
よ
い
こ
の

も
り
、
昭
和
認
定
こ
ど
も
園
、
三
名

こ
ど
も
園
、
朋
こ
ど
も
園
、
志
比
田

こ
ど
も
園
、
川
東
さ
く
ら
ん
ぼ
こ
ど

も
園
、
ふ
た
ば
認
定
こ
ど
も
園
、
と

ほ
く
こ
ど
も
園
、
ま
な
び
こ
ど
も
園
、

光
照
こ
ど
も
園
、
大
塚
原
こ
ど
も
園
、

く
ど
み
児
友
園
，
ほ
う
ざ
い
保
育
園
、

ま
ん
が
つ
か
認
定
こ
ど
も
園
、
あ
ゆ

み
こ
ど
も
園
、
う
ち
や
ま
こ
ど
も
園
、

加
納
ひ
ま
わ
り
幼
保
園
、
み
な
み
こ

ど
も
園
、
め
い
つ
保
育
園
、
さ
く
ら

さ
く
ら
認
定
こ
ど
も
園
、
も
も
の
木

こ
ど
も
園
、
く
る
み
保
育
園
、
霧
島

幼
保
学
園
、
の
ぞ
み
保
育
園
、
ひ
ま

わ
り
保
育
園
（
小
林
市
）、
潮
見
こ

ど
も
園
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
幼
児
園
、

恵
愛
こ
ど
も
園
、
ひ
ば
り
こ
ど
も
園
、

那
珂
こ
ど
も
園
、
島
之
内
保
育
園
、

さ
ん
こ
う
こ
ど
も
え
ん
、
認
定
こ
ど

も
園
き
ら
り

保
育
園 	

穆
佐
保
育
園
、
高
岡
中
央
保
育
園
、

た
か
ふ
さ
保
育
園
、
み
ず
ほ
保
育
園
、

や
ま
び
こ
福
祉
会､

飯
野
保
育
園
、

み
つ
ば
ち
乳
児
保
育
園
、
一
真
保
育

園
、
社
会
福
祉
法
人
浄
信
会
保
育
園
，

富
高
保
育
園
，
江
平
保
育
園
、
ひ
の

で
保
育
園
、
か
わ
な
か
保
育
園
、
大

宮
保
育
園
，
わ
か
ば
保
育
園
、
三
宮

保
育
園
、
あ
お
ば
保
育
園
、
大
塚
台

保
育
園
、
ひ
ま
わ
り
保
育
園
、
あ
け

ぼ
の
保
育
園
、
ま
つ
ぼ
っ
く
り
保
育

園
、
と
と
ろ
保
育
園
、
緑
ヶ
丘
保
育

園
、
稚
児
ヶ
池
保
育
園
、
社
会
福
祉

法
人
巴
会
、
宮
崎
福
祉
会
、
ひ
が
し

保
育
園
、
つ
く
し
ん
ぼ
保
育
園
、
わ

か
ば
保
育
園
（
都
城
市
）、
こ
お
り
も

と
保
育
園
、
一
ツ
葉
保
育
園
、
下
長

飯
保
育
園
、
ひ
な
も
り
保
育
園
、
ひ

な
た
ほ
い
く
え
ん
、
宮
崎
駅
東
小
規

模
保
育
園
、
石
井
記
念
都
農
保
育
園
、

和
光
保
育
園
、
宮
崎
至
慶
保
育
園
、

大
塚
台
西
保
育
園
、
つ
み
き
保
育
園
、

た
い
よ
う
保
育
園
、
い
ず
み
保
育
園
、

高
洲
保
育
園
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
キ
ッ

ズ
、
ニ
チ
イ
駅
前
保
育
園
、
ひ
よ
こ

保
育
園
、
菓
子
野
保
育
園
、
西
新
保

育
園

福
祉
施
設 	

宮
崎
県
社
会
福
祉
事
業
団
、
み
ん
せ

い
か
ん
、
み
ど
り
学
園
、
カ
リ
タ
ス

竹
の
寮
、
さ
く
ら
学
園
、
あ
さ
ひ
学

園
、
巴
会
、
は
ま
ゆ
う
園
、
放
課
後

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
、
放
課

後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ふ
う
せ
ん
、
放
課

後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ク

ス
、
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
こ
す
も

す
、
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ら
・
ぽ

る
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
し
ら

ふ
じ
、
博
風
会
（
事
務
）

公
務
員 	

西
米
良
村

進
学 	

宮
崎
公
立
大
学

内
部
進
学 	

宮
崎
学
園
短
期
大
学 

専
攻
科　
（
福

祉
専
攻
）　　

令
和
２
年
度　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
報
告

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
検
討
委
員
会　

戸
敷
　
早
苗

オ
ン
ラ
イ
ン

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

開
催

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
、
大
雨
・
台
風
等
の
影
響
に
よ
り
、

例
年
に
な
く
予
定
の
変
更
に
見
舞
わ

れ
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
3
月
に

予
定
さ
れ
て
い
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
（
3
／
15
）、
選
抜
試
験
に
向

け
た
小
論
文
対
策
講
座
（
6
／
14
）、

第
2
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
8

／
2
）
が
中
止
と
な
る
中
、
や
っ
と

の
思
い
で
開
催
さ
れ
た
第
１
回
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
7
／
12
）、
ミ

ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
9
／

13
、
10
／
4
）
は
、
三
密
対
策
や
感

染
症
予
防
な
ど
安
全
に
十
分
留
意
し

な
が
ら
、
教
職
員
及
び
係
学
生
が
一

丸
と
な
り
来
学
さ
れ
た
方
々
へ
の
歓

迎
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
精
一
杯
の

お
も
て
な
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

何
か
と
制
限
の
多
い
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
忍
ヶ
丘
に
実
際
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
い
た
方
々
に
と
っ
て
入
学
後

の
学
生
生
活
へ
の
夢
や
期
待
が
膨
ら

む
一
日
に
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

　

夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ

い
て
は
、
７
月
は
な
ん
と
か
普
段
ど

お
り
に
実
施
で
き
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

が
色
濃
く
な
っ
た
８
／
２
（
日
）
の

分
は
、
リ
ア
ル
な
来
場
型
か
ら
公
式

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
生
配
信
機
能
を

駆
使
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
型
に
切
り
替

え
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
、
教
員
一
押
し
の
在
学
生
２

人
が
Ｍ
Ｃ
を
務
め
、
令
和
３
年
度
入

学
生
向
け
選
抜
試
験
制
度
の
解
説
や

高
校
生
か
ら
よ
く
あ
る
質
問
に
対
し

て
学
生
が
答
え
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

ま
し
た
。

　

二
人
の
や

り
と
り
は
軽

妙
で
、
高
校

生
の
心
を
掴

み
、
視
聴
数

は
実
に
千
回

以
上
を
超

え
、
多
く
の

高
評
価
を
頂

き
ま
し
た
。

現代ビジネス科ミニ講座

入館前の検温

保育科ミニ講座

個別相談会

オンラインオープンキャンパスの様子はこちらから視聴できます
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令和4年度入学者選抜試験日程

※詳しくは6月以降配布予定の「2022学生募集要項」をご確認ください。

試験区分 出願期間
（出願最終日１７時必着 ） 試験日 合格発表

（一部を除き12時）
入学手続締切
（17時必着 ）

総合型選抜

一期 202１年 
9月1日（水）～9月10日（金）

2021年 
9月18日（土）

2021年 
11月１日（月） 

（１０月始めに
  学校へ内定通知）

2021年 
11月25日（木）

二期 202１年 
10月1日（金）～10月8日（金）

2021年 
10月16日（土）

2021年 
11月１日（月）

2021年 
11月25日（木）

三期 202１年 
12月1日（水）～12月14日（火）

202１年 
12月18日（土）

202１年 
12月24日（金）

2022年 
1月28日（金）

四期 2022年 
1月14日（金）～１月28日（金）

2022年 
2月5日（土）

2022年 
2月17日（木）

2022年 
3月11日（金）

五期 2022年 
3月7日（月）～3月16日（水）

2022年 
3月22日（火）

2022年
3月24日（木） 
　※１５時

2022年 
3月30日（水）

学校推薦型選抜Ⅰ
（専願）

202１年 
11月1日（月）～11月12日（金）

2021年 
11月20日（土）

2021年 
12月1日（水）

2021年 
12月24日（金）

学校推薦型選抜Ⅱ
（併願可能）

202１年 
12月1日（水）～12月14日（火）

202１年 
12月18日（土）

202１年 
12月24日（金） 

（専願、併願とも）

専願の場合 
2022年1月28日（金） 
併願の場合 
2022年3月11日（金）

一般選抜

一期 2022年 
1月14日（金）～１月28日（金）

2022年 
2月5日（土）

2022年 
2月17日（木）

2022年 
3月11日（金）

二期 2022年 
3月7日（月）～3月16日（水）

2022年 
3月22日（火）

2022年
3月24日（木） 
　※１５時

2022年 
3月30日（水）

大学入学共通
テスト利用選抜

一期 2022年 
1月13日（木）～2月3日（木）

本学独自の試験
は課さない

2022年 
2月17日（木）

2022年 
3月11日（金）

二期 2022年 
2月14日（月）～3月8日（火）

本学独自の試験
は課さない

2022年 
3月17日（木）

2022年 
3月30日（水）

三期 2022年 
3月9日（水）～3月17日（木）

本学独自の試験
は課さない

2022年
3月24日（木） 
　※１５時

2022年 
3月30日（水）

社会人選抜

一期 202１年 
9月1日（水）～9月10日（金）

2021年 
9月18日（土）

2021年 
11月1日（月）

2021年 
11月25日（木）

二期 202１年 
10月1日（金）～10月8日（金）

2021年 
10月16日（土）

2021年 
11月1日（月）

2021年 
11月25日（木）

三期 2022年 
1月14日（金）～１月28日（金）

2022年 
2月5日（土）

2022年 
2月17日（木）

2022年 
3月11日（金）

外国人留学生選抜・
帰国子女選抜

2022年 
1月14日（金）～１月28日（金）

2022年 
2月5日（土）

2022年 
2月17日（木）

2022年 
3月11日（金）

学科選抜日程

　近年、少子高齢化により、保育所等に高齢者施設を併設する動きが顕著になっています。このような
併設事業所は宮崎県内においても40カ所以上にのぼります。
　保育士資格をお持ちの方で、介護分野に興味がある方、本学専攻科（福祉専攻）で介護福祉士を目指
しませんか。保育士資格をお持ちの方であれば、１年間で介護福祉士（国家試験受験資格）を取得でき
ます。すでにお持ちの「保育士」「幼稚園教諭（２種）」「社会福祉主事任用資格」に加え、「介護福祉士」
の資格があるがあることにより、子どもから高齢者に係わる職場で活躍でき、就職選択の幅が大きく広
がります。さらに、介護福祉士修学資金等貸付制度（年間100万円以上）もあります。（宮崎県内の施設
において5年間介護等の業務に従事することで返還免除）。
　本学では一般の方々にも受験していただける入試制度を設けています。是非ご利用ください。詳しく
は2022年度学生募集要項をご覧ください。

宮崎学園短期大学 入試広報部 0120-310-796　TEL.0985-85-0146
〒889-1605 宮崎県宮崎市清武町加納丙1415番地　FAX 0985-85-0101　https://www.mgjc.ac.jp/

資料請求先

保育士資格をお持ちの方へ

専攻科で
介護福祉士（国家資格）を
取得しませんか？

試験区分 試験場 出願期間
（出願最終日１７時必着 ） 試験日 合格発表

（12時）
入学手続締切
（17時必着 ）

一般入試（一期）
社会人入試（一期）

本学

2021年 
4/19（月）～5/10（月）

2021年 
５月１５日（土）

2021年 
５月２１日（金）

2021年 
５月２８日（金）

一般入試（二期）
社会人入試（二期）

2021年 
6/14（月）～6/30（水）

2021年 
７月３日（土）

2021年 
７月９日（金）

2021年 
７月２６日（月）

一般入試（三期）
社会人入試（三期）

2021年 
11/18（木）～12/14（火）

2021年 
１２月１８日（土）

2021年 
１２月２４日（金）

2022年 
１月２８日（金）

一般入試（四期）
社会人入試（四期）

2022年 
1/14（金）～1/28（金）

2022年 
２月５日（土）

2022年 
２月１７日（木）

2022年 
３月１１日（金）

 専攻科入学試験日程
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作
詞
は
、
国
文
科
名
物
教
授　

狩
野　

満
先
生
で
す
。　

　

作
曲
は
石
田
良
男
先
生
で
す
。
歌
詞
を
読
め
ば
、
学
生
時
代
の
思
い
出
が
沸
い
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

歌
詞
の
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
で
読
み
取
る
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
ま
す
。

　

是
非
、
懐
か
し
い
校
歌
を
口
ず
さ
ん
で
見
て
く
だ
さ
い
。

校
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う

宮
崎
女
子
短
期
大
学
・
宮
崎
学
園
短
期
大
学
校
歌

　
　 

作
詞
　
狩
野
　
満
／
作
曲
　
石
田
　
良
男

一
、
美
し
や

　
　
　
　

霧
島
山
を
見
は
る
か
し

　
　
　
　

風
わ
た
る
忍
ヶ
丘
に

　
　
　
　
　
　
　

学
舎
立
て
り

　
　
　
　
　
　
　

わ
れ
ら
が
母
校

　
　
　
　

集
ひ
き
て
け
ふ
こ
そ
学
べ

　
　
　
　

若
き
わ
れ
ら
の
夢
は
は
る
け
し

二
、
学
ば
ず
や

　
　
　
　

清
武
川
の
水
光
り

　
　
　
　

古
き
日
の
歴
史
の
あ
と
に

　
　
　
　
　
　
　

学
舎
立
て
り

　
　
　
　
　
　
　

わ
れ
ら
が
母
校

　
　
　
　

人
ら
し
き
人
に
あ
る
べ
く

　
　
　
　

若
き
わ
れ
ら
の
道
は
け
は
し
き

三
、
讃
へ
ず
や

　
　
　
　

学
の
自
由
を
旗
と
し
て

　
　
　
　

新
し
き
あ
す
を
め
ざ
す
と

　
　
　
　
　
　
　

学
舎
立
て
り

　
　
　
　
　
　
　

わ
れ
ら
が
母
校

　
　
　
　

よ
き
友
に
会
ひ
て
語
ら
ん

　
　
　
　

若
き
わ
れ
ら
の
花
は
友
垣

四
、
ゆ
か
し
き
や

　
　
　
　

白
雲
遠
く
消
ゆ
る
果
て

　
　
　
　

南
国
の
潮
騒
き
き
て

　
　
　
　
　
　
　

学
舎
立
て
り

　
　
　
　
　
　
　

わ
れ
ら
が
母
校

　
　
　
　

時
う
つ
り
別
れ
ゆ
く
と
も

　
　
　
　

若
き
わ
れ
ら
の
胸
う
た
は
む

　
　
　
　
　
　
　

あ
あ
わ
れ
ら
が
母
校

　
　
　
　
　
　
　

わ
れ
ら
が
母
校

しのぶ会だより
総会員19,984名（令和3年2月現在）

　

ベ
ネ
ッ
セ
の
「
た
ま
ひ
よ
名
前
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
よ
る
と
令
和
二
年
生
ま
れ

の
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
は
、
男
の
子
の
一
位
が
三
年
連
続
で
蓮
（
れ
ん
）、
女
の
子

が
五
年
連
続
で
陽
葵
（
ひ
ま
り
）
で
し
た
。
ベ
ス
ト
五
は
以
下
の
通
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

◆
男
の
子　

一
位　

れ
ん　
　
　

二
位　

は
る
と　
　

三
位　

あ
お
い

　
　
　
　
　

四
位　

い
つ
き　
　

五
位　

み
な
と

◆
女
の
子　

一
位　

ひ
ま
り　
　

二
位　

ゆ
い
な　
　

三
位　

り
こ

　
　
　
　
　

四
位　

め
い　
　
　

五
位　

つ
む
ぎ

　

そ
れ
で
は
、
宮
崎
女
子
短
期
大
学
・
宮
崎
学
園
短
期
大
学
の
昭
和
四
十
年
か

ら
令
和
二
年
ま
で
の
入
学
生
の
名
前
ベ
ス
ト
十
の
変
遷
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ち
ょ
っ
と
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
二
年
入
学
生
の
名
前
ベ
ス
ト
一
～
十
位
ま
で
全
て
最
後
に
「
こ　

子
」
の
つ
く
名
前
で
す
。
そ
の
現
象
は
十
年
後
の
昭
和
五
十
二
年
入
学
生
も
同

様
で
す
。
そ
の
十
年
後
の
昭
和
六
十
二
年
入
学
生
の
ベ
ス
ト
五
は
「
こ　

子
」

が
つ
い
て
い
ま
す
が
、ベ
ス
ト
六
～
十
は
、最
後
に
「
み
」
が
つ
く
名
前
が
目
立
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
九
年
入
学
生
は
、
ベ
ス
ト
六
～
十
は
、
ひ
ろ
み　

か
な
こ　

あ
ゆ
み　

か
お
り　

り
え
、
平
成
十
九
年
は　

一
位
か
ら
十
位
ま
で

「
こ　

子
」
の
つ
く
名
前
は
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
十
九
年
以
降
は
一
位
の
名
前
の
数
も
一
桁
と
な
り
、
個
性
溢
れ

る
名
前
が
増
え
る
と
共
に
、
漢
字
表
記
で
は
読
み
取
れ
な
い
名
前
も
増
え
て
き

ま
し
た
。

　

名
前
の
由
来
は
、
時
代
だ
け
で
な
く
、
両
親
の
こ
ど
も
に
期
待
す
る
想
い
や
、

漢
字
の
持
つ
意
味
・
音
の
響
き
等
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

  

こ
れ
を
機
に
、
自
分
の
名
前
の
由
来
を
確
認
し
て
み
る
の
も
面
白
い
と
思
い
ま

す
。

  

こ
ん
な
に
変
化
し
て
い
ま
す

昭
和
四
十
二

(

一
九
六
七
）

昭
和
五
十
二

(

一
九
七
七
）

昭
和
六
十
二

(

一
九
八
七
）

平
成
九

(

一
九
九
七)

平
成
十
九

(

二
〇
〇
七
）

平
成
二
十
九

(

二
〇
一
七)

令
和
二

(

二
〇
二
〇) 

一
位
か
ず
こ

よ
う
こ
じ
ゅ
ん
こ

み
き

み
さ
と

ほ
の
か

も
も
か

二
位
け
い
こ

ひ
ろ
こ

ゆ
み
こ

と
も
こ

あ
ゆ
み

な
つ
み

ゆ
い

三
位
よ
し
こ

け
い
こ

よ
う
こ

な
お
こ

ま
な
み

み
ず
き

ゆ
う
か

四
位
み
ち
こ

ゆ
う
こ

ゆ
う
こ

ゆ
う
こ

か
お
り

か
な

み
さ
き

五
位
ひ
ろ
こ

ゆ
み
こ

け
い
こ

と
も
み

め
ぐ
み

ま
い

り
ん
か

六
位
の
り
こ

と
も
こ

ま
ゆ
み

ひ
ろ
み

ゆ
う
か

あ
い
か

み
ゆ

七
位
り
つ
こ

か
よ
こ

な
お
み

か
な
こ

ゆ
か
り

あ
ゆ
み

り
ん

八
位
よ
う
こ
じ
ゅ
ん
こ

ひ
ろ
み

あ
ゆ
み

あ
や
か

か
な
こ

あ
い
か

九
位
み
ほ
こ

せ
つ
こ

ゆ
み

か
お
り

な
お

と
も
か

あ
お
い

十
位
と
み
こ

さ
ち
こ

み
き

り
え

み
き

は
る
か

あ
か
り
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今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
様
々
な
行
事
が
開
催

さ
れ
ず
、
季
節
の
変
化
を
感
じ
な
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
し
の
ぶ
会
会
員
の

皆
様
も
大
変
な
毎
日
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

し
の
ぶ
会
の
活
動
も
、
今
年
は
同
窓
会
（
ク
ラ
ス
会
）
開
催
が
一
件
で
し
た
。

そ
う
な
る
と
忍
ヶ
丘
の
掲
載
記
事
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

今
号
は
同
窓
会
会
長
山
本
会
長
以
下
、
役
員
が
が
ん
ば
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

五
十
六
年
前
と
な
る
昭
和
四
十
年
四
月
、
中
野
の

山
道
を
母
と
一
緒
に
バ
ス
に
揺
ら
れ
、
不
安
と
期
待

に
胸
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
、
第
一
回
生
と
し
て
入
学
式

に
臨
ん
だ
日
の
光
景
が
今
も
色
鮮
や
か
に
蘇
っ
て
き

ま
す
。
自
然
豊
か
な
環
境
の
中
で
、
ピ
ア
ノ
の
練
習

に
明
け
暮
れ
、
実
習
に
向
け
て
の
心
構
え
や
、
保
母

（
当
時
の
名
称
）
と
し
て
何
が
必
要
な
の
か
等
、
様
々
な
専
門
的
な
知
識
を
学
び

ま
し
た
。
初
め
て
の
実
習
で
は
、
経
験
豊
富
な
保
母
さ
ん
た
ち
に
二
十
歳
前
後

の
私
た
ち
は
圧
倒
さ
れ
た
も
の
で
す
。
で
も
、実
習
先
の
園
長
先
生
か
ら
「
立
っ

て
み
て
い
る
だ
け
で
は
何
も
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
遊
び
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
方
か
ら
あ
な
た
の
廻
り
に
集

ま
っ
て
く
れ
る
よ
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
好
か
れ
る
先
生
に
な
る
こ
と
、
そ
う
す
れ
ば
自
然
に
子
ど
も

た
ち
か
ら
教
え
ら
れ
、
自
分
が
成
長
で
き
る
等
、
二
週
間
の
実
習
で
自
分
が
成

長
で
き
る
貴
重
な
日
々
の
大
切
さ
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

学
生
生
活
で
は
、
自
分
の
趣
味
を
生
か
し
、
指
人
形
や
紙
芝
居
等
を
作
成
し
、

実
習
先
の
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
て
や
る
と
大
喜
び
で
し
た
。
下
校
時
は
木
々
の

間
の
坂
道
を
駆
け
下
り
、
列
車
の
時
間
ま
で
清
武
川
に
設
置
さ
れ
て
い
た
ボ
ー

ト
（
小
舟
）
で
遊
ん
だ
も
の
で
す
。

　

学
生
時
代
の
二
年
間
で
学
ん
だ
「
礼
節
と
勤
労
」
の
精
神
は
、
私
た
ち
学
生

に
と
っ
て
は
自
然
に
受
入
れ
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
礼
節
と
勤
労
」

の
建
学
の
精
神
か
ら
、
自
ら
学
ぶ
と
い
う
学
生
時
代
の
経
験
を
通
し
て
福
祉
の

芽
が
芽
吹
き
、
そ
れ
が
一
生
の
仕
事
と
し
て
の
基
盤
と
な
り
、
自
信
に
繋
が
っ

て
い
っ
た
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

時
代
は
流
れ
て
も
、「
礼
節
と
勤
労
」
の
精
神
を
し
っ
か
り
学
び
、
苦
難
の
道

に
も
負
け
ず
、
自
ら
の
力
で
実
社
会
を
切
り
開
い
て
行
け
る
社
会
人
に
な
ら
れ

る
こ
と
を
強
く
希
望
し
ま
す
。

　

私
が
生
ま
れ
て
高
校
ま
で
過
ご
し
た
え
び
の
市
は
、

四
季
折
々
の
自
然
を
た
く
さ
ん
感
じ
ら
れ
る
、
そ
ん

な
と
こ
ろ
で
す
。
今
で
こ
そ
多
く
の
雪
は
降
り
ま
せ

ん
が
、
幼
少
期
に
は
、
毎
年
の
よ
う
に
膝
ま
で
雪
に

埋
も
れ
な
が
ら
頬
を
真
っ
赤
に
し
て
遊
ん
だ
も
の
で

す
。
ま
た
、
小
学
生
の
頃
は
、
夏
休
み
に
は
友
達
と

川
遊
び
を
楽
し
み
、
自
然
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
友
だ
ち
と
別
れ

て
一
人
で
自
転
車
を
走
ら
せ
、
ま
る
で
秘
密
基
地
を
探
す
か
の
よ
う
に
、
色
々

な
場
所
を
巡
り
ま
し
た
。
自
分
で
も
「
き
れ
い
」「
す
ご
い
」
等
と
声
が
出
る
程

感
動
す
る
場
所
を
見
つ
け
た
時
に
は
、
こ
こ
に
来
ら
れ
て
良
か
っ
た
と
、
発
見

し
た
こ
と
を
喜
ん
だ
も
の
で
す
。

　

母
校
か
ら
の
近
況
報
告

し
の
ぶ
会 

会
長

昭
和
四
十
二
年
三
月
保
育
科
卒

山
本（
旧
姓
　
那
須
）千
鶴
子

し
の
ぶ
会 

副
会
長

昭
和
五
十
九
年
三
月
初
等
教
育
科
卒

木
脇（
旧
姓
　
脇
）孝
子

　

そ
し
て
、
他
に
も
鮮
明
に
思
い
出
す
こ
と
は
、
祖
母
の
家
で
の
こ
と
で
す
。

鹿
児
島
の
田
舎
に
一
人
で
暮
ら
し
て
い
た
祖
母
の
家
に
行
く
こ
と
を
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
、
風
呂
場
が
外
に
あ
り
、
最
初
は
い
や
だ
っ

た
入
浴
で
し
た
が
、
隙
間
か
ら
も
見
え
る
星
の
綺
麗
さ
に
、
い
つ
の
間
に
か
楽

し
み
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
冬
の
寒
さ
の
方
が
強
く
星
を
見

る
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
風
呂
場
が
室
内
に
変
わ
っ
て
か
ら
は
、

星
を
見
る
こ
と
も
な
く
少
し
残
念
な
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。
他
に
も
、
カ
ブ
ト

ム
シ
取
り
、
蚊
帳
の
中
で
の
就
寝
、
ス
イ
カ
割
り
、
畑
作
業
の
手
伝
い
…
…
祖

母
と
過
ご
し
た
時
間
は
本
当
に
楽
し
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。
祖
母
宅
を

後
に
す
る
時
、
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
車
に
手
を
振
る
祖
母
の
姿
を
、
今
で

も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
で
は
、
生
活
の
ほ
と
ん
ど
が
便
利
に
な
り
、
様
々
な
情
報
を
直
ぐ
に
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
有
り
難
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
昔
を
思
い
出
し

星
を
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

え
び
の
で
見
て
い
た
星
、
祖
母
の
家
で
見
て
い
た
星
、
今
に
も
降
っ
て
き
そ

う
だ
っ
た
星
。
今
も
、
そ
の
時
と
同
じ
よ
う
な
夜
空
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
嬉

し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
小
さ
い
頃
経
験
し
た
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
、
こ
れ
か

ら
も
大
事
に
思
い
出
と
し
て
し
ま
っ
て
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

十
月
に
父
の
法
事
の
為
、
お
寺
に
家
族
で
出
掛
け

ま
し
た
。
父
は
七
十
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
も
う

二
十
三
年
に
な
り
ま
す
。
法
事
の
終
了
後
、
住
職
さ

ん
と
の
会
話
で
、
甥
っ
子
た
ち
の
立
ち
居
振
る
舞
い

を
褒
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
と
て
も
嬉
し
く

な
り
ま
し
た
。「
実
の
娘
や
息
子
が
仏
様
の
前
で
手
を

合
わ
せ
る
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
。
で
も
、
そ
の
姿
を
見
て
子
孫
た
ち
が
ど
の

よ
う
に
故
人
を
偲
び
、
ご
先
祖
を
敬
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
は
大
切
。」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
現
職
で
保
育
の
現
場
に
い
ま
す
。
毎
日
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
で
精

一
杯
の
自
分
に
、
ふ
と
住
職
の
言
葉
を
思
い
出
し
、
私
が
伝
え
て
い
る
言
葉
や

振
る
舞
い
、
表
情
、
思
い
等
を
目
の
前
の
子
ど
も
た
ち
は
吸
収
し
て
い
る
の
だ
、

と
愕
然
と
す
る
時
が
あ
り
ま
す
。

　

私
も
毎
朝
、
大
好
き
だ
っ
た
祖
父
と
父
の
遺
影
と
今
は
老
健
施
設
に
入
所
し

て
い
る
母
の
写
真
に
手
を
合
わ
せ
、
今
日
も
笑
顔
で
言
っ
て
く
る
と
話
し
か
け

て
い
ま
す
。
日
々
、
後
悔
し
な
い
よ
う
過
ご
し
た
い
で
す
。

　

誕
生
日
を
十
二
月
に
迎
え
ま
す
。

　

通
常
は
、
家
族
が
食
事
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
て

お
祝
い
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
年
は
食
事
に
は
行
け
な
い
。
コ
ロ
ナ

禍
だ
か
ら
。

　

そ
し
て
考
え
ま
し
た
。
今
年
は
何
を
し
て
思
い
出

に
し
よ
う
。
何
か
人
の
為
に
な
る
こ
と
を
し
た
い
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
の
未
来

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
手
助
け
と
し
て
、
子
ど
も
食
堂
に
食
料
を
寄
付
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

調
べ
て
み
る
と
『
直
接
事
務
所
に
要
持
参
』。

　

電
話
し
て
先
方
に
欲
し
い
も
の
を
聞
い
て
み
る
と
材
料
を
炒
め
る
為
の
油
が

欲
し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

事
務
所
は
土
日
は
休
み
で
、
平
日
は
六
時
ま
で
と
言
わ
れ
…
…
。

　

と
り
あ
え
ず
、
油
を
買
い
に
ス
ー
パ
ー
へ
行
き
ま
し
た
。
子
ど
も
が
口
に
す

る
の
だ
か
ら
安
さ
で
は
な
く
、
身
体
に
い
い
も
の
を
と
酸
化
し
に
く
い
油
を
選

び
ま
し
た
。

し
の
ぶ
会 

理
事

昭
和
六
十
二
年
三
月
保
育
科
卒

河
野（
旧
姓
　
中
山
）静
香

し
の
ぶ
会 

会
計　
　

平
成
六
年
三
月
英
語
科
卒

山
本
　
郷
子
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年
末
に
事
務
所
に
届
け
る
予
定
。

　

こ
れ
を
機
に
継
続
し
て
寄
付
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
。
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
卒
業
と
同
時
に
母
校
の
図
書
館
司
書
と
し

て
勤
務
。
学
生
時
代
正
門
を
出
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た

学
生
寮
跡
地
に
開
設
さ
れ
た
宮
崎
女
子
専
門
学
校
に

異
動
し
、
そ
の
後
出
産
を
機
に
退
職
し
ま
し
た
が
、

再
度
昭
和
五
十
九
年
か
ら
短
大
の
事
務
局
へ
勤
務
し

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

初
代
、
綾
哲
一
学
長
か
ら
七
代
目
の
現
職
、
宗
和
太
郎
学
長
ま
で
歴
代
の
学

長
全
員
と
ご
一
緒
し
て
い
る
の
は
お
そ
ら
く
も
う
私
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

約
四
十
数
年
の
間
、
学
科
・
校
舎
・
学
生
・
教
職
員
の
変
化
を
ず
っ
と
見
な
が

ら
母
校
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
変
わ
ら
な
い
の
は
、
建
学
の
精
神
「
礼
節
・

勤
労
」・
基
準
服
・
校
章
そ
し
て
本
誌
の
表
紙
の
「
在
美
心
」
の
掛
軸
だ
け
で
し
ょ

う
か
。　

　

私
た
ち
国
文
科
は
、
木
造
の
白
い
二
階
建
て
の
校
舎
の
一
階
の
一
番
隅
の
教

室
で
、
国
文
学
演
習
の
授
業
を
受
講
し
ま
し
た
。
廊
下
は
軋
み
、
窓
枠
は
勿
論

木
製
の
た
め
、
隙
間
風
が
吹
き
、
冬
は
凍
え
な
が
ら
コ
ー
ト
を
着
て
授
業
を
受

け
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
充
実
し
た
学
生
生
活
で
し
た
。

　

図
書
館
司
書
と
し
て
勤
務
し
た
次
の
年
、
現
在
の
本
館
が
完
成
し
、
当
時
三

号
館
一
階
に
あ
っ
た
図
書
館
か
ら
本
館
二
階
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
二
十
七
年
か
ら
の
二
年
間
は
事
務
局
長
と
い
う
立
場
で
一
号
館
か
ら
三
号
館

ま
で
を
取
り
壊
し
、
新
館
の
建
設
に
当
た
り
、
完
成
ま
で
の
約
二
年
間
は
ほ
ぼ

毎
日
の
よ
う
に
学
内
の
ど
こ
か
で
引
っ
越
し
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
う

も
引
っ
越
し
に
は
縁
が
あ
る
よ
う
で
す
。
通
常
業
務
を
行
い
な
が
ら
、
こ
の
大

事
業
を
よ
く
や
り
遂
げ
た
と
、
今
で
も
関
係
し
た
教
職
員
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
汗
と
涙
の
結
晶
に
よ
り
、
全
館
冷
暖
房
完
備
、
エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
、
人

感
セ
ン
サ
ー
付
照
明
・
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
や
自
動
温
水
洗
浄
器
付
の
ト
イ
レ
、

全
教
室
Ｉ
Ｔ
機
器
完
備
等
、
教
育
環
境
は
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
の
知
る
限
り
の
四
十
数
年
の
間
に
、
全
て
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
現
在
同
窓
会
し
の
ぶ
会
の
仕
事
に
も
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
。
是
非
、
新
し
く
な
っ
た
母
校
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
私
は
、
樹
木
希
林
さ
ん
の
言
葉
「
時
が
来
た
ら
、
誇
り
を
持
っ
て
脇

に
ど
け
」
を
心
に
刻
み
、
忍
ヶ
丘
で
の
残
り
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

■
昭
和
五
十
七
年
三
月

　

保
育
科
Ｃ
・
Ｄ
組
卒
業

幹
事　

斉
藤
（
旧
姓　

児
玉
）
悦
子

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
実
施
す
る
か
し
な

い
か
を
と
て
も
悩
み
ま
し
た
が
、
矢
口

先
生
か
ら
の
助
言
「
五
十
九
歳
と
い
う

年
は
今
し
か
な
い
！
」
と
い
う
言
葉
で

実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

一
年
振
り
の
友
や
四
十
年
振
り
の
友

も
い
て
、
話
を
す
る
う
ち
に
月
日
の
空

白
も
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。
ア

ル
バ
ム
を
持
参
し
て
く
れ
た
友
も
い

て
、
若
い
時
分
の
写
真
に
み
ん
な
笑
顔

で
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

近
況
で
は
、
つ
い
つ
い
熱
く
語
っ
た

　

 

同
窓
会
か
ら
ら

し
の
ぶ
会 
副
会
長

昭
和
五
十
一
年
三
月
国
文
科
卒

野
﨑（
旧
姓
　
鍋
倉
）豊
子

り
、
自
身
や
身
内
に
大
病
を
患
っ
て
い
る
友
も
い
て
、
健
康
の
大
切
さ
を
つ
く

づ
く
感
じ
た
こ
と
で
し
た
。

　

来
年
は
還
暦
。
日
南
組
へ
幹
事
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
、
お
泊
ま
り
同
窓
会

も
頭
に
入
れ
つ
つ
、
会
を
お
開
き
と
し
ま
し
た
。幹

事　

迫　
（
旧
姓　

稲
岡
）
明
美

垣
内
（
旧
姓　

安
藤
）
佐
智
代

　

予
定
通
り
に
は
進
ま
な
い
こ
と
は
承
知
の
上
で
、
敢
え
て
式
次
第
を
貼
り
進

め
て
い
っ
た
同
窓
会
。
案
の
定
、
話
が
止
ま
ら
な
い
矢
口
先
生
や
友
の
話
を

「
さ
ぁ
、
で
は
次
に
移
り
ま
～
す
。」
と
バ
ッ
サ
リ
。
先
生
の
「
お
い
！
」
と
い

う
愛
あ
る
ま
な
ざ
し
を
感
じ
な
が
ら
も
、
次
か
ら
次
へ
と
進
め
て
行
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
幹
事
三
人
が
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
準
備
を
し
た

ゲ
ー
ム
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
演
出
は
大
成
功
！　

先
生
や
み
ん
な

に
喜
ん
で
頂
き
、
十
一
月
十
四
日
の
夜
は
と
て
も
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

　

そ
の
数
日
後
、
宮
崎
も
コ
ロ
ナ
が
再
び
広
が
り
、
飲
食
店
へ
の
規
制
が
入
り

ま
し
た
、
ギ
リ
ギ
リ
実
施
で
き
た
貴
重
な
同
窓
会
で
し
た
。

■
昭
和
五
十
五
年
三
月　

保
育
科
Ｄ
組
卒
業

幹
事　

岩
尾
（
旧
姓　

岩
切
）
久
子

黒
木
（
旧
姓　

末
原
）
稔
世

　

昨
年
の
同
窓
会
の
折
、「
来
年
は
令
和
元
年
、
還
暦
同
窓
会
を
し
よ
う
！　

お

泊
ま
り
で
。」
と
日
程
も
決
ま
り
一
年
が
か
り
の
心
づ
も
り
と
準
備
で
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
の
年
齢
に
な
る
と
介
護
や
、
孫
の
世
話
、
自
分
の
健
康
管
理
等
々
、

当
月
に
な
っ
て
キ
ャ
ン
セ
ル
も
あ
り
十
名
の
参
集
と
な
り
ま
し
た
。

・
二
十
年
振
り
に
出
席
し
ま
し
た
。
二
十
年
振
り
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
楽
し
い
時 

間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
参
加
し
て
良
か
っ
た
。　
　
　
　
　
　

   

太
田　

聡
子

・
今
年
も
集
ま
り
ま
し
た
。
還
暦
！　

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
過
ご
し
ま
す
。

野
田
由
紀
子

・
還
暦
祝
い
の
集
ま
り
、
青
島
神
社
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
雨
で
寒
か
っ
た
け

ど
、
心
は
温
か
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。                               

茂　

悦
子

・
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
、
し
ゃ
べ
っ
て
、
食
べ
て
、
童
心
に
戻
っ
て
の
楽
し
い
時
間

を
分
か
ち
あ
っ
た
ね
。
有
難
う
。                                  

深
江　

純
子

・
今
日
の
日
を
有
難
う
。
卒
業
か
ら
四
十
年
、
ウ
ソ
ー
と
思
う
く
ら
い
自
分
の
成

長
を
感
じ
て
い
な
い
け
ど
、
見
た
目
は
明
ら
か
…
…　
　
　
　

  

當
瀬　

郷
子

・
宿
泊
同
窓
会
。
少
な
い
人
数
で
し
た
が
、
じ
っ
く
り
と
話
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
で
す
。                                                               　

丸
山
奈
津
子

・
初
の
お
泊
ま
り
同
窓
会
。
ゆ
っ
く
り
と
話
し
て
飲
め
て
、
楽
し
い
昔
話
が
い
っ

ぱ
い
聞
け
て
良
か
っ
た
で
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。       　
上
原
百
合
子

・
六
十
歳
の
誕
生
日
を
み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
せ
て
、
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。
有
難
う
。                                                      　

岩
尾　

久
子

・
教
え
子
が
六
十
に
。
あ
り
が
た
い
幸
せ
に
感
謝
で
す
。　
　

や
ぐ
ち
ひ
ろ
や
す

・
皆
で
還
暦
の
節
目
を
祝
え
て
良
か
っ
た
！　

良
か
っ
た
！　

こ
れ
か
ら
も
、
コ

ツ
コ
ツ
と
幸
せ
を
刻
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　

  

黒
木　

稔
世 

※
同
窓
会
は
、
令
和
元
年
十
二
月
に
開
催
し
、

　

令
和
二
年
三
月
申
請
の
為
、

　

一
年
遅
れ
の
掲
載
と
な
り
ま
し
た
。
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所

電
話
番
号

（
旧
姓
　
　
　
　
　
）

㊞

昭
和
・
平
成
・
令
和
　

年
　
　

月
卒
業

コ
ー
ス

ご利用ください！
＊　この用紙は、宮崎学園短期大学（宮崎女子短期大学）卒業生用証明書申込用紙です。
＊　証明書が必要な場合は、この用紙をご利用ください。
＊　証明書申込みの際、現住所等に移動があった場合は、しのぶ会事務局にて
　　住所等を変更しますので、異動通知を出す必要はありません。

※

各
項
目
は
、
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
記
入
・
押
印
漏
れ
の
あ
る
場
合
は
、
発
送
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

学
籍
番
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、
不
明
の
場
合
記
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

内
容
確
認
を
お
こ
な
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
連
絡
で
き
る
住
所
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※※

■
し
の
ぶ
会
連
絡
先

〒
８
８
９

－

１
６
０
５　

宮
崎
市
清
武
町
加
納
丙
１
４
１
５
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
学
園
短
期
大
学
同
窓
会　

し
の
ぶ
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
９
８
５
（
８
５
）
０
１
４
６

F
A
X　

０
９
８
５
（
８
５
）
０
１
０
１

　

こ
れ
ま
で
は
「
常
勤
保
育
士
」
と
し
て
再
就
職
し
た
場
合
に
限
り
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
度
よ
り
対
象
を
拡
大
し
、「
非
常
勤
保
育
士
」
と
し

て
再
就
職
し
た
場
合
も
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
常
勤
保
育
士
と
し
て
再
就
職
す
る
場
合

　

①
月
額
1
5
，0
0
0
円
（
上
限
）

　

②
補
助
期
間　

最
長
36
ヶ
月
間

　

③
補
助
要
件

　
　

・
常
勤
の
保
育
士
等
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
　
　

※
月
1
2
0
時
間
以
上
の
勤
務

　
　

・
過
去
１
ヶ
年
度
（
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
）
を
超
え
る
期
間
に

　
　
　

お
い
て
、
保
育
を
行
う
業
務
に
携
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
。

　
　

・
平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
に
保
育
所
等
で
の
勤
務
を
開
始
し
て
い
る
こ

　
　
　

と
。

●
非
常
勤
保
育
士
と
し
て
再
就
職
す
る
場
合

　

①
月
額
7
，5
0
0
円
（
上
限
）

　

②
補
助
期
間　

最
長
36
ヶ
月
間

　

③
補
助
要
件

　
　

・
非
常
勤
の
保
育
士
等
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
　
　

※
月
80
時
間
以
上
1
2
0
時
間
未
満
の
勤
務

　

・
過
去
１
ヶ
年
度
（
４
月
１
日
か
ら
翌
年
3
月
31
日
）
を
超
え
る
期
間
に
お

　
　

い
て
、
保
育
を
行
う
業
務
に
携
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
。

　

・
令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
に
保
育
所
等
で
の
勤
務
を
開
始
し
て
い
る
こ
と
。

注
意
事
項
…
非
常
勤
保
育
士
と
し
て
採
用
後
、
常
勤
保
育
士
に
な
っ
た
場
合
は
、

最
長
36
ヶ
月
の
範
囲
で
、
補
助
は
継
続
で
き
ま
す
が
、
常
勤
保
育
士
か
ら
非
常

勤
保
育
士
に
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
時
点
で
補
助
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

宮
崎
市
子
ど
も
未
来
部
保
育
幼
稚
園
課

　

電
話　
　

0
9
8
5
（
2
1
）
1
7
7
4

　

F
A
X　

0
9
8
5
（
2
7
）
0
7
1
2

　

E-m
ail   10jidou@

city.m
iyazaki.m

iyazaki.jp

　

毎
年
３
月
に
本
誌
「
忍
ヶ
丘
」
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
不
要
な
方
は

末
頁
の
連
絡
カ
ー
ド
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

「
潜
在
保
育
士
」
へ
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

  

支
援
補
助
事
業
（
宮
崎
市
）

「
忍
ヶ
丘
」
の
発
送
に
つ
い
て

42



注　意　事　項
＊証明書料金は、１枚につき300円です。返信用送料とともに切手か郵便為替に換えて
　封書にて郵送してください。
＊証明書は、期日に余裕を持ってお申込みください。
＊証明書申込先住所・返信用送料明細は、申込用紙裏面記載のとおりです。
＊お寄せいただいた個人情報に関しましては、目的以外には使用しません。

証
明
書
申
込
先

〒８
８９
－１
６０
５
宮
崎
市
清
武
町
加
納
丙
１４
１５

宮
崎
学
園
短
期
大
学
　
証
明
　
係

09
85
－
85
－
01
46

返
信
用
送
料
明
細

　
　
　
証
明
書
３
枚
ま
で
普
通
郵
便
料

１２
０
円

　
　
　
速
達
郵
便
希
望
の
場
合

プ
ラ
ス
２
9０
円

　
＊
送
料
の
過
不
足
が
出
た
場
合
は
、
証
明
書
送
付
時
に

　
　
通
知
し
ま
す
。

証
明
書
申
込
先

〒８
８９
－１
６０
５
宮
崎
市
清
武
町
加
納
丙
１４
１５

宮
崎
学
園
短
期
大
学
　
証
明
　
係

09
85
－
85
－
01
46

返
信
用
送
料
明
細

　
　
　
証
明
書
３
枚
ま
で
普
通
郵
便
料

１２
０
円

　
　
　
速
達
郵
便
希
望
の
場
合

プ
ラ
ス
２
9０
円

　
＊
送
料
の
過
不
足
が
出
た
場
合
は
、
証
明
書
送
付
時
に

　
　
通
知
し
ま
す
。

＊
注
意
事
項
を
よ
く
読
み
証
明
書
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
封
書
に
て
お
申

　
込
み
く
だ
さ
い
。

通
信
欄

＊
注
意
事
項
を
よ
く
読
み
証
明
書
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
封
書
に
て
お
申

　
込
み
く
だ
さ
い
。

通
信
欄

異動通知は必ず出してください！
会員の皆様方の身上に異動が生じた時には、必ずこの葉書をお出しください。
また、お寄せいただいた個人情報につきましては、同窓会しのぶ会運営の目的以
外には使用しません。

異
動
通
知
連
絡
カ
ー
ド

※
ど
ち
ら
か
○
で
囲
む
　
　
　
　
　

年
月

日
報
告

①
本
人
の
訂
正
・
異
動
通
知

②
知
人
（
本
人
以
外
）
の
訂
正
・
異
動
通
知

※
②
の
場
合
連
絡
者
名

掲
載
頁
　
　
　
　

年
版

　
　
　
　
　
頁
　
　
　
行
目

卒
年
学
科

卒
　
年

学
　
科

氏
　
名

現
住
所

勤
務
先

確
認
事
項

同
窓
会
し
の
ぶ
会
か
ら
の
発
送
に
関
し
て

希
望
す
る
　
・
　
希
望
し
な
い

◦
宮
崎
県
内
在
住
者
は
県
名
を
省
略

◦
自
営
の
方
は
社
名
・
店
名
を
記
入

◦
「
１
丁
目
２
番
３
号
」
は
「
１
－

　
２
－
３
」
の
よ
う
に
記
入

フ
リ
ガ
ナ

昭
和・平

成・令
和

年
科
　

組

昭
和
・
平
成
・
令
和

年
　
　

科
　

組

〒

旧
姓

（
　）

（
）

不
明
者
No

㊔

市
外
局
番
　
市
内
局
番
　
　
番
　
号

☎
　
　
　
　
（
　
　
）

市
外
局
番
　
市
内
局
番
　
　
番
　
号

☎
　
　
　
　
（
　
　
）

姓

意 注

異
動
通
知
連
絡
カ
ー
ド

※
ど
ち
ら
か
○
で
囲
む
　
　
　
　
　

年
月

日
報
告

①
本
人
の
訂
正
・
異
動
通
知

②
知
人
（
本
人
以
外
）
の
訂
正
・
異
動
通
知

※
②
の
場
合
連
絡
者
名

掲
載
頁
　
　
　
　

年
版

　
　
　
　
　
頁
　
　
　
行
目

卒
　
年

学
　
科

氏
　
名

現
住
所

勤
務
先

確
認
事
項

同
窓
会
し
の
ぶ
会
か
ら
の
発
送
に
関
し
て

希
望
す
る
　
・
　
希
望
し
な
い

◦
宮
崎
県
内
在
住
者
は
県
名
を
省
略

◦
自
営
の
方
は
社
名
・
店
名
を
記
入

◦
「
１
丁
目
２
番
３
号
」
は
「
１
－

　
２
－
３
」
の
よ
う
に
記
入

フ
リ
ガ
ナ

年
科
　

組

昭
和
・
平
成
・
令
和

年
　
　

科
　

組

〒

旧
姓

（
　）

（
）

不
明
者
No

㊔

市
外
局
番
　
市
内
局
番
　
　
番
　
号

☎
　
　
　
　
（
　
　
）

市
外
局
番
　
市
内
局
番
　
　
番
　
号

☎
　
　
　
　
（
　
　
）

姓

意 注

※

今
後
あ
な
た
の
住
所
・
電
話
番
号
・
勤
務
先
等
に
変
更
等
が
あ
っ
た
場
合
、
ま
た
結
婚
し
て
改
姓
・
転
居
さ
れ
る
場
合
に
は
ご
面
倒
で
も

　

こ
の
葉
書
を
利
用
し
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

同
窓
会
の
旧
職
員
・
先
輩
・
後
輩
を
問
わ
ず
住
所
不
明
の
方
の
消
息
や
住
所
等
を
ご
存
知
で
し
た
ら
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※

点
線
に
そ
っ
て
切
り
と
り
、
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

卒
年
学
科
昭
和・平

成・令
和



通
信
欄

会窓同学大期短園学崎宮

会ぶのし 行

五一四一丙納加町武清市崎宮

内学大期短園学崎宮

郵
　
便
　
は
　
が
　
き

8
8
9
１
6
0
5

63
円
切
手

を
は
っ
て

く
だ
さ
い

通
信
欄

会窓同学大期短園学崎宮

会ぶのし 行

五一四一丙納加町武清市崎宮

内学大期短園学崎宮

郵
　
便
　
は
　
が
　
き

8
8
9
１
6
0
5

63
円
切
手

を
は
っ
て

く
だ
さ
い

本学と関係のある方々の「本」の紹介

忍ヶ丘　第13号
【 編 集 委員 】

【 発 行 日 】
【 発 行 所 】

【 印 刷 所 】

竹下 弘一郎　小澤 真美子　桑迫 信子　河野 美香子　石川 亮介　蛯原 まどか
しのぶ会事務局
令和 3 年 3 月19 日
宮崎学園短期大学
宮崎学園短期大学内　しのぶ会事務局
〒 889-1605 宮崎市清武町加納丙 1415　TEL.（0985）85-0146
株式会社　宮崎南印刷

平成２４年度から平成２９年度までと平成３１年度の計７年間、
宮崎学園短期大学入試広報部長として勤務。

元高校教諭の河野包氏は、都農町出身です。小学生時代を中
心（昭和２０～３０年代）に同町の思い出をつづった本で、体験
した出来事などを記しています。「当時のことをいつか文字に
したいと思っていた、印象深い思い出がいっぱいある」と話し
ておられます。

「ガキの頃」
（自費出版）

河野 包　著
大上 敏男　画

著者紹介

本の内容

平成１９年４月から平成２１年９月まで、初等教育科の教員とし
て宮崎学園短期大学勤務。
この間、本学図書館第四代館長も歴任。他に、なぁんも ねかっ
たどんシリーズとして、「霧島を見上げて育った少年の物語」「紙
と鉛筆と数学」（鉱脈社） の著書があります。

敗戦から昭和 20 ～ 30 年代、ものはなかったけれども、ここ
ろは豊かだった時代がありました。衣食住も乏しかったあの時
代の少年たちがかけ回ってたくましく育った姿を描いています。

「なぁんもねかったどん 
 霧島を見上げて
 育った少年の物語」

（鉱脈社）

北村 秀秋　著

著者紹介

本の内容

「心がホッとする
 ＣＤブック」

（アスコム）

脳科学者　中野 信子  著
ピアニスト　野田 あすか

発達障害のある人は何を考え、何に悩み、なぜ人と違う行動を
とってしまうのか。脳科学者が「発達障害」の世界をリアルに
描いています。

本の内容

あすかさんには広汎性発達障害、解離性障害という障がいが
あります。４歳の頃よりピアニストの道を志すようになりました。
宮崎大学を中退後、宮崎学園短期大学音楽科の長期履修生と
なりました。恩師となる田中幸子先生との出会いがあり、自分
の心をピアノで表現することができるようになりました。

野田 あすかさんについて




